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『
西
廂
記
』
研
究

の
回
顧
と
展
望

(
付
:

主
要
論
著

目
録

)

黄

冬

柏

元

の
雑
劇

『
西
廂
記
』

は
、
中
国
古
典
戯
曲
の
傑
作
と
し
て
、
長

い
間
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
き
た
。
そ
の

『
西
廂
記
』
研
究
も
、

す

で
に
長

い
歴
史
が
あ
り
、
「
紅
学
」
(長
編
小
説

『
紅
楼
夢
』
研
究
)
と
並
ん
で
、
「
西
学
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
蒋

星
燈
氏
が

「
"西
學
"
在
揺
藍
中
叫
嘆
」
の
中

で
、

作
爲

一
門
科
學
、
「
西
學
」

不
如

「
紅
學
」
那
様
成
熟
、
甚
至
人
椚
也
許
根
本
不
承
認
。
但
是
、
官
已
経
出
生
、
並
在
揺
藍
中
叫

嘆

了
、
我
椚
不
能
充
耳
不
聞
。
這
是
客
観
存
在
。

一
つ
の
科
学
と
し
て
、
「
西
学
」
は

「紅
学
」
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
、
も
し
か
し
た
ら
人

々
に
承
認
さ
れ
て
い

な
い
か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
、
「
西
学
」
は
す
で
に
誕
生
し
、
し
か
も
ゆ
り
か
ご
の
中

で
叫
ん
で
い
て
、
我

々
が
耳
を
ふ
さ

い

で
聞
か
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
れ
は
客
観
的
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
(『
上
海
戯
劇
』、

一
九
八
七
年
第
六
期
)

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
西
廂
記
』
研
究
は
、
中
国
文
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
研
究

テ
ー

マ
の

一
つ
と
し
て
認
識

さ
れ

つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿

で
は
、
今
日
ま
で
の

『
西
廂
記
』
研
究
の
主
な
成
果
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
問
題
点
や
今
後

の
研
究
の
方
向
性

な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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一
、
『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧

『
西
廂
記
』
が
世
に
問
わ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
お
よ
そ
七
百
年
の
間
、
主
に
作
者

・
版
本

・
主
題

・
表
現
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て



数
多
く
の
考
察
が
な
さ
れ
、
か
な
り
大
き
な
成
果
が
挙
が

っ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
状
況
を
概
観
し
て
み
れ
ば
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

(
1
)
作
者
に
つ
い
て

明
清
以
来
、
『
西
廂
記
』

の
作
者
に

つ
い
て
は
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中

で
主
た
る
も
の
は
、
概
ね
次

の
四
説
、
す
な

わ
ち
①
王
實
甫
作
説

②
關
漢
卿
作
説

③
王
作
關
続
説

④
關
作
王
続
説
で
あ
る
。

元

・
鍾
嗣
成
の

『
録
鬼
簿
』
や
、
明

・
朱
灌
の

『太
和
正
音
譜
』
な
ど

の
記
載
に
拠
れ
ば
、
『
西
廂
記
』

の
作
者

は
王
實
甫
と
さ
れ

る
。
従

っ
て
、
「王
實
甫
作
説
」

は
最
も
古
く
且
つ
確
実
な
典
拠
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
長
く
世

に
信
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
時
代
の

推
移

に
伴

っ
て
、
そ
の
他
の
三
説
が
相
次

い
で
現
れ
た
。
特
に
明
の
嘉
靖

二

五
二
二
～

一
五
六
六
)
頃
に
出
現
し
た

「
王
作
關
続
説
」

(『
西
廂
記
』
第

一
本
よ
り
第
四
本
に
至
る
十
六
折
が
王
實
甫
の
筆
で
、
第
五
本
の
四
折
は
關
漢
卿
の
作
だ
と
す
る
説
)
は
、
当
時

の
文
壇
の
盟
主
で

あ

っ
た
王
世
貞

(
一
五
二
六
～

一
五
九
〇
)
ら
の
誤
信
と
宣
伝
に
よ

っ
て
、
大
い
に
盛
行
し
た
。
近
代
に
至

つ
て
、
著
名
な
学
者

で
あ
る

王
國
維

・
呉
梅

・
王
季
烈

・
劉
世
珂

・
魯
迅
ら
も
、
総
じ
て
こ
の
説
に
賛
同
し
て
い
る
。

と

こ
ろ
が
、

一
九
四
四
年
、
王
季
思
氏
は

「『
西
廂
記
』
作
者
考
」
(『
國
文
月
刊
』
二
十
八
・
二
十
九
・
三
+
合
刊
〉
と
い
う
論
考
を
発

表
し

た
。
氏
は
王
實
甫
と
關
漢
卿
と
が
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
た
時
代
や
、
『
西
廂
記
』
の
風
格
お
よ
び
構
造
と
い

っ
た
角
度
か
ら
総

合
的

に
分
析

し
た
上
で
、
『
西
廂
記
』
は
王
實
甫

一
人
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
結
論
を
出
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
以
後
、

作
者

に
関
す
る
議
論

は
今

日
ま
で
続

い
て
い
る
。
例
え
ば
、
陳
中
凡
氏

の
衆
人
合
作
説

(「關
於
西
廂
記
雑
劇
的
創
作
時
代
及
其
作
者
」
、

『
江
海
學
刊
』

一
九
六
〇
年
第
二
期
)
や
、
呉
金
夫
氏

(「『
西
廂
記
』
鷹
爲
關
漢
卿
所
作
」、
『
西
北
大
學
學
報
』

↓
九
八
五
年
第
四
期
)
と
陳
紹
華

氏

(
「關
漢
卿
也
創
作
過

一
本

『
西
廂
記
』」、
『
揚
州
師
院
學
報
』

一
九
九
二
年
第

一
期
)
の
關
漢
卿
作
説
、
お
よ
び
蒋
星
燈
氏

(「『
西
廂
記
』
作

者
考
」
、
『
河
北
師
院
學
報
』

一
九
八
八
年
第
一
期
)
と
察
運
長
氏

(「『西
廂
記
』
第
五
本
不
是
王
實
甫
所
作
」、
『
戯
曲
藝
術
』

一
九
八
八
年
第
四
期
)

の
王
作
關
続
説
、
な
ど
の
考
察
が
議
論
を
呼
ん
で
い
た
が
、
張
人
和
氏

(『
「西
廂
記
」
論
証
』、
東
北
師
範
大
學
出
版
社
、

↓
九
九
五
年
)
な

ど
の
多
く
の
研
究
家
は

「
王
實
甫
作
説
」
に
傾
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
田
中
謙
二
氏
も
、
音
韻

の
分
析
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
角
度
か
ら
、

「王
作

關
続
説
」
を
否
定
し
、
『
西
廂
記
』

の
五
本
二
十

一
折
は
全

て
王
實
甫

の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
証
明
し
て
い
る

(「關
於

"王
作
關

続
"
説
」
、
寒
聲
等
編

『西
廂
記
新
論
』
所
収
、
中
國
戯
劇
出
版
社
、

一
九
九
二
年
)。

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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(
2
)
版
本
に

つ
い
て

中

国
古
典
戯
曲
作
品

の
中
で
、
『
西
廂
記
』

の
版
本
は
最
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
代

に

お
い
て
は
六
十
余
種

の
刊
本
が
上
梓
さ
れ
、
清
代
の
刊
本
も
七
十
種
あ
ま
り
に
昇
り
、
さ
ら
に
現
在
ま
で
に
約
五
十
種
の
校
注
本
も
出

版
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
の
萬
暦
八
年

(
一
五
八
〇
)
に
刊
行
さ
れ
た
徐
士
範
の

『
重
刻
元
本
題
評
音
繹
西
廂

記
』
や
、
萬
暦
四

十

二
年

(
一
六
一
四
)
に
上
梓
さ
れ
た
王
騨
徳

の

『新
校
注
古
本
西
廂
記
』
、
ま
た
天
啓
間

(
一
六
一二

～

一
六
二
七
)
の
凌
濠
初
の

『
西

廂
記
』
、
清

の
順
治
十
三
年

(
一
六
五
六
)
の
金
聖
歎

の

『第
六
才
子
書
西
廂
記
』
な
ど
は
、
そ
の
中
で
も
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
た
版

本

で
あ
る
。
特
に
、
『
第
六
才
子
書
西
廂
記
』
は
世
に
出
て
以
後
、
そ
の
読
み
や
す
さ
と
批
評
の
奇
警
さ
と
が
相
侯

っ
て
、
ほ
か
の
版

本
を

圧
倒
し
、

一
世
を
風
靡
し
て
後
世
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
、
清
末
民
初
に
至
る
と
劉
世
珊
の
編
纂
に
よ
る

『
暖

紅
室
彙
刻
傳
劇
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中

に
収
め
ら
れ
た
凌
檬
初

の

『
西
廂
記
』
が
次
か
ら
次

へ
と
翻
刻
さ
れ
て
、
『
西
廂
記
』

の
通

行
本

と
し
て
大

い
に
流
行
し
た
。
そ
れ
以
降
出
版
さ
れ
た
王
季
思
氏
の

『集
評
校
注
西
廂
記
』
二

九
四
九
年
、
上
海
開
明
書
店
)
や
、
呉

曉
鈴
氏

の

『
西
廂
記
』
(
一
九
五
四
年
、
作
家
出
版
社
)
な
ど
は
、
み
な
こ
の
凌
濠
初
の

『
西
廂
記
』
を
底
本
と
し
て
校

注
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
王
季
思
校
注
本
は
、
詳
細
な
注
解
と
広
範
に
わ
た
る
用
例
を
備
え
、
し
か
も
何
回
か
の
修
訂
を
経
て
重
刷
さ
れ
た
こ
と
で
、
現

在
最

も
重
用
さ
れ
る
版
本
と
な

っ
た
。

そ

の

一
方
で
、
『
西
廂
記
』

の
版
本
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

↓
九
三
二
年
に
鄭
振
鐸
は

「
『
西
廂
記
』
的
本
來
面

目
是
急
様
的
」
(『
清
華
週
刊
』
三
十
七
巻
九
～
十
)
を
発
表
し
、
『
西
廂
記
』

の
体
例
と
版
本
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
証

を
施
し
た
。
そ
の

後
、

田
中
謙

二
氏
は
相
次

い
で

「『
西
廂
記
』
版
本
の
研
究
」
(『
ビ
ブ
リ
ァ
』
第

一
輯
、

一
九
四
九
年
)、
「『
西
廂
記
』

諸
本

の
信
愚
性
」

(『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
集
、

一
九
五
一
年
)
を
発
表
し
、
現
存
す
る
諸
版
本
を
厳
密

に
校
勘
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
を
定
め
た
。

一
九
七
〇
年
に
は
、
伝
田
章
氏
が
明
代
に
刊
行
さ
れ
た

『
西
廂
記
』
諸
本

の
伝
存
状
況
を
丹
念
に
調
査
し
た
労
作

『
明
刊
元
雑
劇
西
廂

記
目
録
』
(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
)
を
発
表
し
た
。

こ
の
目
録
は
以
後

の

『
西
廂
記
』
版
本

研
究

に
対
し
て
多
大
な
便
宜
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
蒋
星
燈
氏
の

『
明
刊
本
西
廂
記
研
究
』
(
中
國
戯
劇
出
版
社
、

一
九
八
二
年
)
は
、
そ
れ
ま
で
の

『
西
廂
記
』
版
本
研
究
の
集
大
成
と
も
い
え
る
最
も
系
統
的
な
論
著

で
あ
る
。

八
十
年
代
以
後
は
、

蒋
星

燈
、
張
人
和
ら
の
研
究
者
が
、
版
本
に
関
す
る

一
連
の
論
文

(「付

…
主
要
論
著
目
録
」
参
照
)
を
発
表
し
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
さ
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ら

に
推

し
進

め

て

い

る
。(

3
)
主
題
に
つ
い
て

男
女

の
恋
愛

・
婚
姻
の
自
由
を
提
唱
す
る

『
西
廂
記
』
は
、
明
代
以
来
、
「伝
奇
の
冠
」
(明

・
胡
鷹
麟

『
少
室
山
房
筆
叢
』
巻
四
十

↓

「荘
嶽
委
談
」
)、
あ
る
い
は

「
天
下

の
至
文
」
(明
・
李
蟄

『焚
書
』
巻
三

「童
心
説
」
)
と
い

っ
た
評
価
を
与

え
ら
れ
る
と

同
時
に
、
「講
淫

の
書
」
と
の
汚
名
を
も
着

せ
ら
れ
、
特
に
清
代
に
入
る
と
時
折
禁
書

の
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
て
弾
圧
を
被

つ
た

(王
利
器
輯
録

『
元
明
清

三
代
禁
殿
小
説
戯
曲
史
料
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、
参
照
)。

こ
の

「淫
書
説
」
に
対
し
て
最
初

に
強
く
反
駁

し
た
の
が
金
聖
歎

(
一
六
〇
八
～

一
六
六
一
)
で
あ
る
。
彼
は

「讃
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
の
中

で
、
猛
烈

に

「
淫
書
説
」
を
批
判
し
て
い
る
。

『
西
廂
記
』
断
断
不
是
淫
書
、
断
噺
是
妙
文
。
…
文
者
見
之
謂
之
文
、
淫
者
見
之
謂
之
淫
耳
。

『
西
廂
記
』
は
決
し
て
淫
書

で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
妙
文
で
あ
る
。
…
文
雅
な
者
が
こ
の
作
を
読
め
ば
文
雅

だ
と
言
う
し
、
狼

褻

な
者
が
こ
の
作
を
読
め
ば
狼
褻
だ
と
言
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

(「讃
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
二
)

す
な
わ
ち
、
狼
褻
な
の
は

『
西
廂
記
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
『
西
廂
記
』
が

「淫
書
」
だ
と
非
難
し
た
封
建
道

学
家
た
ち
こ
そ
そ

う
な

の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
五
四
運
動
」
以
後
、
郭
沫
若
は

「『
西
廂
』
藝
術
上
之
批
判
與
其
作
者
之
性
格
」

の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

『
西
廂
記
』
是
超
時
空
的
藝
術
品
、
有
永
恒
而
普
遍
的
生
命
。
『
西
廂
記
』
是
有
生
命
的
人
性
戦
勝
了
無
生
命
的
禮
教
的
凱
旋
歌
、

紀

念
塔
。

『
西
廂
記
』
は
時
空
を
超
越
す
る
芸
術
品
で
あ
り
、
恒
久
的
か

つ
普
遍
的
な
生
命
が
あ
る
。
『
西
廂
記
』
は
生
命

の
あ
る
人
性
が
生

命

の
な
い
礼
教
に
打
ち
勝

つ
た
凱
旋
歌
で
あ
り
、
記
念
塔
で
あ
る
。

(『文
藝
論
集
』
、

一
九
二
一
年
五
月
)

こ
の
論
断
は
、
明
代
以
後
続
い
て
い
た

『
西
廂
記
』
イ

コ
ー

ル

「
謳
淫
」
と
い
う
汚
名
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
『
西
廂
記
』

の
主

題
は
封
建
礼
教

へ
の
反
抗

で
あ
る
と
い
う
解
釈
の
端
緒
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
劉
修
業
氏
の

「讃

『
西
廂
記
』
後
」
(『
讃
書
月
刊
』
第
二

巻
第
六

・
ヒ
号
、

一
九
三
一二
年
三
・
四
月
)、
徐
朔
方
氏
の

「
論

『
西
廂
記
』
」
(『光
明
日
報
』

一
九
五
四
年
五
月
+
日
)、
王
季
思
氏

の

「『
西

廂
記
』

叙
説
」
(『人
民
文
學
』

一
九
五
五
年
九
月
)、
蘇
興
氏
の

「
王
實
甫
雑
劇

『
西
廂
記
』
反
封
建
主
題
的
襲
展
和
深
化
」
(『社
會
科
學

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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職
縷
』

一
九
八
〇
年
第

↓
期
)、
郎
浄
氏

の

「『
西
廂
記
』
與
中
國
傳
統
的
愛
情
観
」
(『名
作
欣
賞
』
二
〇
〇

一
年
第
二
期
)
な
ど
の
論
文
が
次
々

に
発
表
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
『
西
廂
記
』
は
封
建
礼
教

へ
の
反
抗
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
で
あ
る
と
し
、
男
女
の
恋
愛

.

婚
姻

の
自
由
を
提
唱
し
、
さ
ら
に

「
願
普
天
下
有
情
的
都
成
了
春
囑
」
と
い
う
理
想
を
打
ち
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

「淫
書
説
」
を
消

滅
さ

せ
、
反
封
建

の
主
題
を
確
立
し
た
こ
と
は
、
「
五
四
運
動
」
以
来

の

『
西
廂
記
』
研
究

の
顕
著
な
特
徴

で
あ
り
、
大
き
な
成
果
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
4
)
人
物
像

に
つ
い
て

人
物
像

の
描
写
は
、
詩
文
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
戯
曲
小
説
な
ど
の
叙
事
類
型
の
文
学
作
品
特
有
の
基
本
的
な
要
素

で
あ
る
。

中
国
古
典
戯
曲
を
批
評
す
る
上
で
、
初
め
て
人
物

の
性
格
と
描
写
に
つ
い
て
分
析
し
た
の
が
金
聖
歎

で
あ
る
。
彼
は

「
讃
第
六
才
子
書

西
廂
記
法
」
第
四
十
七
則
か
ら
第
五
十
六
則
に
か
け
て
、
人
物
像
を
描
き
出
す
と
い
う
点
に
着
目
し
、
特
に

『
西
廂
記
』
の
作
者
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
三
人

の
人
物
像
を
描
い
た
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
西
廂
記
』
止
爲
得
三
個
人

…
一
個
是
讐
文
、

一
個
是
張
生
、

一
個
是
紅
娘
。
其
絵
如
夫
人
、
如
法
本
、
…
倶
是
鳥
三
個
人
時
所
突

然
鷹
用
之
家
侠
耳
。

『
西
廂
記
』
は
た
だ
三
人
を
描

い
て
い
る
。

一
人
は
蔓
文

(即
ち
鶯
鶯
)
で
あ
り
、

一
人
は
張
生

で
あ
り
、

一
人
は
紅
娘

で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
人
、
例
え
ば
、
夫
人

・
法
本
な
ど
は
、
…
み
な
す

べ
て
三
人
を
描
く
た
め
に
不
意

に
使
わ
れ
る
道

具
で
あ
る
の
み
で

あ
る
。

(「讃
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
四
十
ヒ
)

そ
し
て
こ
の
三
人

の
中

で
も
扱

い
の
軽
重
に
差
が
あ
り
、
張
生
お
よ
び
紅
娘
の
描
写
は
、
専
ら
主
人
公
鶯
鶯

の
イ

メ
ー
ジ
を
際
立
た

せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
清

の
著
名
な
戯
曲
家
で
あ
る
李
漁

二

六
二

～

一
六
八
〇
)
は
、

一
部

『
西
廂
』
、
止
爲
張
生

一
人
。

『
西
廂
記
』
は
、
た
だ
張
生

一
人
の
た
め
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

(『閑
情
偶
寄
』
巻

一
「立
主
拶
」
)

と
い
う
。
ま
た
、
繋
遍
碩
人
の

「
玩
西
廂
記
評
」
(『
中
國
古
典
戯
曲
序
蹟
彙
編
』
二
所
収
)
は
、

看

『
西
廂
』
者
、
人
但
知
観
生

・
鶯
、
而
不
知
観
紅
娘
。
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『
西
廂
記
』
を
見
る
者
は
、
た
だ
張
生
と
鶯
鶯
を
見
る
こ
と
の
み
知

っ
て
い
て
、
紅
娘
を
見
る
こ
と
を
知
ら
な

い
。

と
あ
り
、
『
西
廂
記
』
を
観
賞
す
る
時

に
、
小
間
使

い
の
紅
娘
と

い
う
脇
役
が
全
劇
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
見
逃

し
て
は
い
け
な

い

と
指
摘
す
る
。

二
十
世
紀
に
入
る
と
、
西
洋
の
文
芸
理
論
と
中
国
伝
統
の
文
学
批
評
と
が
結
合
し
、
新
た
な
研
究
方
法
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

↓
九
三
二
年
に
北
京
撲
社
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
播
圖
本
中
國
文
學
史
』

の
第
四
十
六
章

「雑
劇
的
鼎
盛
」
で
は
、
鄭
振
鐸

が
張
生
と
鶯
鶯
と
の
恋
愛
過
程
に
お
け
る
心
理
描
写
に
つ
い
て
的
確
か

つ
具
体
的
な
分
析
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
と
外
国
の
文

学
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
も
、
こ
の
時
期
の
文
学
研
究
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
の

『
光
華
半
月
刊
』

に
は

尭
子
と
署
名
す
る

「讃

『
西
廂
記
』
與

『
R
o
m
e
o
 
a
n
d
 
J
u
l
i
e
t

』

中
西
戯
劇
基
本
観
念
之
不
同
」
(第
四
巻
第

一
期
、

一
九
三
五
年

+
月
)
と

「
讃

『
西
廂
記
』
與

『
R
o
m
e
o
 
a
n
d
 
J
u
l
i
e
t

』

中
西
作
者
描
爲
人
物
之
不
同
」
(第
四
巻
第
三
期
、

一
九
三
五
年
十
一
月
)

と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
比
較
文
学
の
観
点
か
ら

『
西
廂
記
』
を
研
究
し
た
論
文

の
嗜
矢
と
言
え
る
が
、
そ
の
中
で
、

作
者
は

『
西
廂
記
』
と

『
ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
』
と
い
う
二
つ
の
作
品
の
人
物
お
よ
び
そ
の
描
写
手
法
を
具
体

的
に
比
較

・
分
析

し
た
上
で
、
そ
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
田
中
謙
二
氏
は

「雑
劇

『
西
廂
記
』
に
お
け
る
人
物
性
格

の
強
調
」
(『東
方
学
』
第
二
十
二
輯
、

一
九
六
一
年
ヒ
月
)
の
中

で
、

登
場
人
物
の
性
格

の
強
調
が

『
西
廂
記
』

の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

『
西
廂
記
』

の
眞
の
主
人
公
は
紅
娘

で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
『
西
廂
記
』

の
人
物
像
お
よ
び
主
題
を
理
解
す
る
上
で
、
新
し
い
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

最
近
二
十
年
間

の
研
究
で
は
、
「
西
廂
三
幻
同
名
人
物
性
格
辮
」
(段
啓
明
、
『
西
南
師
院
學
報
』

一
九
八
二
年
第
二
期
)、
「
從
崔
鶯
鶯

・
杜

麗
娘
到
林
黛
玉
」
(黄
進
、
『
汕
頭
大
學
學
報
』

↓
九
八
六
年
第
二
期
)、
「
從
董

・
王
西
廂
的
比
較
中
看
張
生
的
形
象
塑
造
」
(票
運
長
、
『
戯
曲

藝
術
』

一
九
九
〇
年
第

一
期
)、
「
給
普
天
下
有
情
人
以
巨
大
的
鼓
舞
力
量

t

談
西
廂
記
中
崔
鶯
鶯
的
形
象
」
(張
元
國
、
『
江
漢
論
壇
』

一

九
九
〇
年
第
+

一
期
)
な
ど
の

『
西
廂
記
』
人
物
論

に
関
す
る
論
文
が
目
を
引
く
。

こ
れ
ら
の
論
考

の
特
徴
と
言
え
ば
、
や
は
り

『
西
廂

記
』

と

『鶯
鶯
伝
』
や

『
西
廂
記
諸
宮
調
』
、
あ
る
い
は

『
牡
丹
亭
』

や

『紅
楼
夢
』
な
ど
の
作
品
と
を
比
較
す
る

こ
と
を
通
し
て
、

男
女

の
恋
愛
を
題
材
と
す
る
戯
曲
と
小
説

の
名
作
の
中
に
、
人
物
性
格
、
特
に
女
主
人
公

の
性
格
の
成
長
と
発
展
の
軌
跡
を
探
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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(
5
)
言
語
表
現
に
つ
い
て

『
西
廂
記
』
が
読
者
あ
る
い
は
観
客

に
賞
賛
さ
れ
る
の
は
、
華
麗
な
曲
辞
と
機
知

に
富
ん
だ
賓
白
、
巧
み
な
描
写
お
よ
び

ユ
ー
モ
ラ

ス
な
表
現
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
歴
代
の
研
究
者
も
ま
ず

こ
の
点
に
注
目
し
て
評
価

し
て
い
る
。
例
え

ば
、

明
の
文
人
は

『
西
廂
記
』
お
よ
び
そ
の
作
者
王
實
甫

に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
絶
賛
し
て
い
る
。

王
實
甫
之
詞
、
如
花
間
美
人
。

王
實
甫
の
詞
は
、
花
間
の
美
人
の
如
し
。

(朱
権

『太
和
正
音
譜
』
)

作
詞
章
、
風
韻
美
、
…
『
西
廂
記
』
天
下
奪
魁
。

詞
章
を
作
り
、
風
韻
美
し
く
、
…
『
西
廂
記
』

は
天
下
の
魁
を
奪
ふ
。

(賈
仲
明

「凌
波
仙
」、
『校
訂
録
鬼
簿
三
種
』
所
録
、
中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
九

一
年
)

王
實
甫
才
情
富
麗
、
真
辭
家
之
雄
。

王
實
甫
は
才
情
富
麗
に
し
て
、
真
に
辞
家

の
雄
な
り
。

(何
良
俊

『
曲
論
』
)

實
甫
斜
酌
才
情
、
縁
飾
藻
艶
、
極
其
於
淺
深
濃
淡
之
間
、
令
前
無
作
者
、
後
掩
來
哲
、
遂
檀
千
古
絶
調
。

ほ
ど
こ

え
が

お
お

實
甫
は
才
情
を
斜
酌
し
、
飾
を
縁
し
艶
を
藻
き
て
、
其
れ
を
浅
深
濃
淡

の
間
に
極
め
、
前
に
作
者
無
く
、
後
に
来
哲
を
掩
は
し
め
、

遂
に
千
古

の
絶
調
を
檀
す
。

(王
騨
徳

『新
校
注
古
本
西
廂
記

・
自
序
』
、
『
中
國
古
典
戯
曲
序
践
彙
編
』
二
所
収
)

…
語
其
神
、
則
字
字
當
行
、
言
言
本
色
、

可
謂
南
北
之
冠
。

…
其
の
神
を
語
れ
ば
、
則
ち
字
字
当
行
、
言
言
本
色
、
南
北
の
冠
と
謂
う
べ
し
。

(徐
復
柞

『曲
論
』
)

以
上
の
明
人
の
評
価
か
ら
、
『
西
廂
記
』

の
言
語
風
格
お
よ
び
戯
曲
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
雑
劇
の

言
語
風
格
は
多
様
で
あ
る
が
、
概
ね
口
語

(俗
語
)
を
基
調
と
す
る
本
色
派
と
文
言
を
基
調
と
す
る
文
采
派
に
分
類

さ
れ
、
『
西
廂
記
』

は
華

麗
な
詞
藻

に
よ

っ
て
、
文
采
派
の
代
表
作
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
代

に
至

つ
て
、
王
國
維

・
呉
梅

.
王
季
烈
ら
の
学
者

が
、
『
西
廂
記
』

の
華
麗
な
曲
辞
を
肯
定
す
る
と
同
時
に
、
賓
白
の

「
当
行
本
色
」
と
方
言
俗
語

の
運
用
を
最
も
重

要
視
す

べ
き
だ
と

指
摘

し
た
。

王
國
維
は

『
宋
元
戯
曲
考
』
(
一
九

一
二
年
)
第
十
二
章

「
元
劇
之
文
章
」

の
中

で
、
「
元
曲
は
中
国
の
最
も
自
然
な
文
学

で
あ
る
」
と
言
い
、
具
体
的

に

『
西
廂
記
』
第
四
本
第
四
折
の

【
雁
児
落
】
【
得
勝
令
】

二
曲
の
曲
辞
を
例
と
し

て
、
俗
語

の
襯
字
を
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以
て
曲

の
間
に
挿
入
す
る
の
が
前
例
の
な

い
こ
と
だ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
呉
梅

の

『
顧
曲
塵
談
』
(
一
九

↓
四
年
)
・
『
中
國
戯

曲
概
論
』
(
一
九
二
六
年
)
お
よ
び
王
季
烈

の

『
蝦
盧
曲
談
』
二

九
二
二
年
)
に
は
、
『
西
廂
記
』
が
雅
語
美
辞
を
用
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

口
語

や
俗
語
な
ど
を
も
多
用
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
王
國
維
ら
は
元
雑
劇
の
通
俗
自
然
な
言
葉
を
肯
定
す
る
と
い
う
前
提
の
も

と
に
、
見
逃
し
や
す
い

『
西
廂
記
』
曲
辞
賓
白
の

「本
色
」
表
現
を
あ
え
て
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
宮
原
民
平
も

「
西
廂
記
解
題
」
(『
國
譯
西
廂
記
』
、
國
民
文
庫
刊
行
會
、

一
九
二
↓
年
)
の
中

で
、
「
西
廂
記

の
妙
は
、
主
と
し
て

其
の
文
に
在
り
、
文
の
妙
は
ま
た
俗
語

の
使
用
に
在
り
」
と
記
し
て
お
り
、
ま
さ
に
王
國
維
ら
の
述

べ
る
と
こ
ろ

と
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。

『
西
廂
記
』

の
表
現

に
お

い
て
、
自
然
の
景
色
と
主
人
公
の
気
持
ち
を
巧
み
に
融
合
し
て
、
詩
的
な
境
地
に
達
す

る
こ
と
や
、
古
典

詩
文

の
名
句
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
、
文
学
素
養
を
持

つ
主
人
公
の
優
雅
な
風
格
を
相
応
し
く
伝
え
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
は
、
「
西
廂

記
曲
辭
中
的
詩
詞
典
故
的
運
用
」
(許
榮
生
、
『青
海
師
專
學
報
』、

一
九
八
三
年
)
・
「
西
廂
記
的
語
言
藝
術
」
(呉
功
正
、
『
新
劇
作
』

一
九
八
四

年
第

二
期
)
な
ど
の
論
文
に
具
体
的
に
考
察
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
章
培
恒

・
酪
玉
明
両
氏
の
主
編
し
た

『
中
國
文
學

史
』
の
中

に
は
、

『
西
廂

記
』

の
言
語
特
徴

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

(『
西
廂
記
』
)
劇
中
的
賓
白
、
基
本
上
都
是
鮮
活
的

口
語
、
能
膨
傳
達
各
個
人
物
的
性
格
和
生
動
的
神
態
。
…
而
劇
中
的
曲
詞
、
則

和
關
漢
卿
雑
劇
以
本
色
爲
主
、
朴
素
流
暢
不
同
、
官
明
顕
地
偏
向
於
華
美
、
形
成

一
種
詩
劇
的
風
格
。

(『
西
廂
記
』
)
劇
中

の
賓
白
は
、
ほ
と
ん
ど
が
活
き
活
き
と
し
た
口
語
で
あ
り
、
各
個
人
物

の
性
格
お
よ
び
活

き
活
き
と
し
た
表

情
や
態
度
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
…
し
か
も
劇
中
の
曲
辞
は
、
關
漢
卿
の
雑
劇
の
よ
う
な
本
色
を
主

と
す
る
、
素
朴
流

暢
さ
と
は
異
な

っ
て
、
明
ら
か
に
華
美
に
傾

い
て
、

一
種
の
詩
劇

の
風
格
に
な

っ
て
い
る
。

(『中
國
文
學
史
』
下
巻
第
四
十
三
頁
、
復
旦
大
學
出
版
社
、

一
九
九
六
年
)

『
西
廂
記
』

の
言
語
表
現
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

「
文
采
」
と

「本
色
」
を

二
つ
な

が
ら
有
し
、
曲
辞

と
賓

白
と
を
と
も
に
生
か
し
、
形
神
を
兼
ね
備
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
雅
俗
と
も
に
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「91一

『
西

廂

記

』

研

究

に

お

い

て
、

そ

の
特

異

な

体

制

(
五
本

二
+

一
折
)

や
、

そ

の

難
解

な

様

式

(悲
劇

か

・
喜
劇

か

・
そ
れ

と
も
悲
喜
劇

か
)、

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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ま
た

『
西
廂
記
』
と

『
董
解
元
西
廂
記
』
と
の
比
較
研
究
、
お
よ
び

『
西
廂
記
』

の
現
代
京
劇
と
地
方
劇
の
改
編
な
ど
の
問
題
も
、
多

く
の
研
究
者
に
よ

っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
日
本
に
お
け
る

『
西
廂
記
』
の
研
究
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る

『
西
廂
記
』
研
究

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
井
上
泰
山
氏
が
す
で
に
仔
細
な
調
査
を
し
て
い
る

(井
上
泰
山
氏

「日
本
に

お
け
る

『西
廂
記
』
研
究
」、
『中
国
俗
文
学
研
究
』
第
八
号
、

一
九
九
〇
年
十
二
月
)。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
氏
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
新
し

い
情
報
を
加
え
て
、
そ
の
主
な
研
究
成
果
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

一
九

二
八
年
に
出
版
さ
れ
た
久
保
得
二
の

『支
那
戯
曲
研
究
』
(弘
道
館
)
は
、
お
そ
ら
く
日
本
に
お
け
る
本
格
的

な

『
西
廂
記
』
研

究
の
嘱
矢

で
あ
ろ
う
。
そ
の

「
前
篇
」

の
内
容
は
、
『
西
廂
記
』

の
先
駆
、
『
西
廂
記
』

の
内
容

・
作
者

・
体
制

.
人
物
並
び
に
そ
の
描

写

・
詞
藻

・
流
行

・
諸
本
、
金
聖
歎
本
の
価
値
、
『
西
廂
記
』
続
撰
の
諸
劇
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の

『
西
廂
記
』
研
究

の
水
準

の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
青
木
正
見
の

『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
(弘
文
堂
、

一
九
二
八
年
)
と
吉
川
幸
次
郎
の

『
元
雑
劇
研

究
』
(岩
波
書
店
、

一
九
四
八
年
)
と
は
日
本
に
お
け
る
中
国
戯
曲
研
究
の
双
壁
で
あ
り
、
『
西
廂
記
』
研
究
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
論
考
で
あ
る
。

ま

た
、

一
九
三
九
年
四
月
、
京
都

の
東
方
文
化
研
究
所

(現
在
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)
に
お
い
て

「
元
曲
研
究
班
」
が
組
織

さ
れ
、
青
木
正
児
と
吉
川
幸
次
郎
を
中
心
と
し
て
解
読
研
究
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
後

の

『
西
廂
記
』
研
究
の
み
な
ら
ず
、
元
雑

劇
研
究
全
体
を
推
し
進
め
る
大
き
な
原
動
力
と
な

っ
た
。
そ
の

一
員

で
あ

っ
た
田
中
謙
二
氏
は
、
す
で
に
紹
介
し
た

『
西
廂
記
』
の
作

者

・
版
本

・
人
物
性
格

に
関
す
る
論
考
の
ほ
か
に
も
、
故
事
演
変
お
よ
び

『董
解
元
西
廂
記
』
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
な
研
究
を
行

つ

た
。

「『董
西
廂
』
に
見
え
る
俗
語
の
助
字
」
(『東
方
学
報
・
京
都
』
第
十
八
冊
、

一
九
五
〇
年
)、
「文
学
と
し
て
の

『董

西
廂
』
(上

.
下
)」

(『中
国
文
学
報
』
第

一
冊

・
第
二
冊
、

一
九
五
四
年

・
一
九
五
五
年
)、
お
よ
び

「
雑
劇

『
西
廂
記
』

の
南
戯
化

西
廂
物
語
演
変

の
ゆ
く

え
」

(『東
方
学
報

・
京
都
』
第
三
十
六
冊
、

一
九
六
四
年
)
な
ど

の

一
連
の
論
文
は
、
氏
の

『董
西
廂
』
と

『
南
西
廂
』

お
よ
び

『
西
廂
記
』

演
変

に

つ
い
て
の
詳
密
な
考
察
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

つ
い
に

『
西
廂

記
』

を
現
代
語

で
翻
訳
し
、
解
説
を
加
え
て
世
に
問
う
て
い
る

(『中
国
古
典
文
学
大
系
』
五
二
.
戯
曲
集
上
巻

.
西
廂
記
、
平
凡
社
、

一
九
ヒ
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○
年
)。

日
本
に
お
け
る

『
西
廂
記
』

の
研
究
者
と
し
て
は
、
塩
谷
温
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
氏
は

一
九

一
九
年
に
早
く
も

『
支
那
文

学
概

論
講
話
』
を
著
し
、
『
西
廂
記
』

の
冒
頭
部
分
を
訳
し
て
い
る
。
以
後
も
引
き
続

い
て
同
書

の
和
訳
を
試
み
、

五
七
調
を
基
調
と

す
る
歌
訳
体

の
翻
訳
を
完
成
す
る
に
至

っ
た
。

一
九
五
八
年
に
天
理
養
徳
社
よ
り
出
版
さ
れ
た

『
歌
訳
西
廂
記
』

に
は
、
「解
説
」
が

付
さ
れ
、
『
西
廂
記
』
の
源
流
や
版
本
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
『
西
廂
記
』
研
究
史
を
考

え
る
上
で
見
逃
せ

な
い
著
作
で
あ
る
。

上
述
し
た
如
く
、
『
西
廂
記
』
に
は
数
多
く
の
版
本
が
現
存
す
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
幾

つ
か
の
貴
重
な
版
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
内
閣
文
庫

に
収
め
る
明

の
萬
暦
年
間
の
熊
龍
峰
刊

『重
刻
元
本
題
評
音
繹
西
廂
記
』
、
陳
邦
泰
刊

『
重
校
北
西
廂
記
』
、

お
よ
び
天
理
大
学
図
書
館
に
収
め
る
游
敬
泉
刊

『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』

な
ど
が
あ
る
。
『
西
廂
記
』

の
刊
本
に
関
す
る
研
究

は
、
先
に
触
れ
た
田
中
謙
二

・
伝
田
章
両
氏
以
外
の
研
究
者

に
よ

っ
て
も
な
さ
れ
て
お
り
、
波
多
野
太
郎
氏
の

「
明
何
壁
校

『
北
西
廂

記
』
提
要

射
張
心
逸
彙
校
」
(『
書
報
』
四
十
四
、

一
九
六
一
年
十
二
月
)、
内
田
泉
之
助
氏

の

「
詞
壇
清
玩
西
廂
記

ー

葉
適
碩
人
改

定

本

に

つ

い

て
」

(
『
二
松
学
舎

大
学
論
集
』

一
九

六
一二
年

三
月

)
な

ど

は

、

版

本

研

究

を

さ

ら

に
前

進

さ

せ

る

役

割

を

果

た

し

て

い

る
。

こ

の
ほ
か
、

田
仲

一
成
氏
は
、
「
明
末
文
人

の
戯
曲
観

ー

『
三
先
生
合
評
元
本
北
西
廂
』

に
お
け
る

「
湯
若
士
」

評
の
方
向

」

(『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
ヒ
珊
、

一
九
八
五
年
三
月
)
と

「
明
初
以
来
、
『
西
廂
記
』
の
流
伝
と
分
化

碧
笏
齋
本
を
起
点
と
し

て
の

一
考
察

」
(『伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
年
)
と
い
う
二
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
は
、
湯
顕
祖
批
評
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
碧
笏
齋
本
以
来
の
版
本
の
流
伝
と
分
化
に
関
す
る
考
証
な
ど
を
行
い
、
中
で

も
、
従
来
の
版
本
研
究
に
欠
け
て
い
た
時
代
背
景
と
の
絡
み
を
追
求
し
て
い
る
点
で
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後

に
、
近
年

の
研
究
成
果
に

つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
九
十
年
代
に
入

っ
て
、
『
西
廂
記
』

に
関
す
る
論
考
は
、
管
見
の
及
ぶ
限

り
に
お
い
て
、
「『
西
廂
記
』
ま
た
は
物
語
の
謎
解
き
」
(廣
瀬
玲
子
、
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
二
十
冊
、

一
九
九
三
年
二
月
)、
「説
唱

文
学

と
し
て
の

『
董
西
廂
』
」
(輪
田
直
子
、
『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
+
六
号
、

一
九
九
六
年
十

一
月
)、
『
「
董
解
元
西
廂
記
諸
宮
調
」
研
究
』

(金
文
京
ほ
か
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
八
年
)
お
よ
び
拙
論

「
西
廂
故
事
の
戯
曲
化
に

つ
い
て
」
(『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
五
号
、

一
九
九
六

年
+
二
月
)、
「
明
清
時
代
に
お
け
る

『
西
廂
記
』

の
上
演
と
そ
の
脚
本
」
(『九
州
中
国
学
会
報
』
第
三
+
七
巻
、

一
九
九
九
年
五
月
)、
「
西
廂

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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故
事

の
流
傳
と

"傳
奇
"」
(『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
集
、

一
九
九
八
年
十
月
)、
「
金
聖
歎
と
そ
の

『
西
廂
記
』
批
評
」
(『
文
学
研
究
』
第

九
十
七
輯
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
)
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
評
価
が
高
く
影
響
が
大
き
か

っ
た
の
は
、
『
「董
解
元
西
廂
記
諸
宮
調
」

研
究
』

で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
田
中
謙
二
氏
の
も
と
で

『
董
西
廂
』
あ
る

い
は
元
雑
劇
に
つ
い
て
の
教
え
を
受
け
た

六
名

の
筆
者
は
、

「解
説
」
・
「本
文
」
・
「曲
譜
」
を
分
担
し
て
共
同
研
究
を
行

い
、
『
西
廂
記
諸
宮
調
』

の
形
式
と
内
容
を
具
体
的
に
分
析
し
、
本
文
の
校

訂
と
注
釈
を
施
し
た
上

で
日
本
語

に
翻
訳
し

て
い
る
。
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
新
し
い
見
解
を
も
加
・丸
た

『
西
廂
記
諸
宮
調
』
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
以
後
の

『
西
廂
記
』
研
究

へ
多
大
な
便
宜
を
与
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

二
、
『
西
廂
記
』
研
究
の
展
望

以
上
、
今
日
ま
で
の

『
西
廂
記
』
研
究
を
極
め
て
大
雑
把
な
が
ら
振
り
返

っ
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
の
努
力
に
よ

っ
て
、

『
西
廂

記
』
の
作
者
考
証
、
版
本
流
変
、
内
容
鑑
賞
、
人
物
分
析
な
ど
を
中
心
と
す
る
研
究
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
従
来

の

『
西
廂
記
』
研
究
は
、
主
に
文
献
学
の
考
証
と
文
芸
学
の
分
析
か
ら
進
め
ら
れ
、
と
り
わ
け

『
西
廂
記
』

と
そ

の
作
者
と
い

っ
た
内
容
を
中
心
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
『
西
廂
記
』

の
源
流
と
変
遷
お
よ
び
中
国
文
学

史

へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
未
だ
十
分

に
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
西
廂
記
』

に
つ
い
て
も
、
も

つ
ば
ら
文
学
作
品
と
し
て
の

テ
キ
ス
ト

へ
の
注

目
で
あ
り
、
演
劇
の
名
品
と
し
て
生
き
た
社
会

の
中
で
演
じ
ら
れ
た
実
態
と
そ
の
脚
本
に
つ
い
て
の
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に

『
西
廂

記
』
以
外
に
も
、
『
西
廂
記
』
変
遷
の
流
れ
の
中
で
、
細
か
く
検
討
す
べ
き
作
品
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら

の
作
品
は
従
来
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従

つ
て
、
以
下
で
は
、
こ
う
い
っ
た
問
題
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の

『
西
廂
記
』
研
究
と

そ
の
方
向
性

に
つ
い
て
展
望
し
て
み
た
い
。
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(1
)
『
西
廂
記
』
評
論
な
ど
の
考
察

明
清
の
戯
曲
評
論
お
よ
び
各
版
本
の
序
践
文
の
中
に
は
、
『
西
廂
記
』

に
つ
い
て
そ
の
曲
辞
を
賞
賛
す
る
朱
灌

・
王
世
貞
、
全
体

の

魅
力

を
推
賞
す
る
王
騨
徳

・
李
漁
、
総
合
的

に
高
評
を
下
す
李
賛

・
金
聖
歎
、
な
ど
の
数
多
く
の
透
徹
し
た
見
解
が
含
ま
れ
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
見
解
を
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
時
々
に
出
現
し
た
道
徳
指
向
、
価
値
観
念
、
審
美
情
趣
、
お
よ
び
受
容
層

の
嗜
好
な
ど
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

(2
)
新
し
い
研
究
課
題
の
開
拓

版
本
考
証
、
辞
藻
鑑
賞
、
人
物
分
析
な
ど
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
深
く
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
新
し
い
テ
ー
マ
を
も
探
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
従
来
あ
ま
り
取
り
組
ま
れ
な
か

っ
た
作
品
に
対
し
て
詳
細
な
考
察
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
特
徴
や

『
西
廂
記
』
変
遷

の
中
に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
や
語
彙
と
い
っ
た
従
来
の
文

学
史
的
研
究
以
外

に
も
、
『
西
廂
記
』
を
社
会
史
的
、
文
化
史
的
な
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
、
さ
ら
に
現
代
文
芸
理
論
と
比
較
文
学

の
斬
新
な
研
究
方

法
で

『
西
廂
記
』
の
諸
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

(
3
)
『
西
廂
記
』
改
編
本
な
ど
の
整
理

元
雑
劇

『
西
廂
記
』
が
世
に
出
た
あ
と
、
単
に
そ
れ
が
重
版
刊
行
さ
れ
続
け
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
改
作

や
続
編
が
出
版
さ
れ

た
。

明
清
だ
け
で
も
、
三
十
三
種

の
改
編
本
と
続
編
本
が
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
十
三
種
が
現
存
す
る
。

↓
方
、
民
間
に

お
い

て
も
、
『
西
廂
記
』

に
関
す
る
民
歌

・
俗
曲
が
流
行
し
た
。

た
だ
し
、
傅
惜
華
編
の

『
西
廂
記
説
唱
集
』
(上
海
出
版
公
司
、
一
九
五

五
年
)
に
収
録
さ
れ
る
の
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な
い
。

こ
う
い

っ
た
改
編
本
と
続
編
本
お
よ
び
民
歌

・
俗
曲
な
ど

は
、
さ
ら
に
詳
し
い
整
理
と
深
い
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
『
西
廂
記
』

の
現
代
劇

(京
劇
と
地
方
劇
)

を
、
ど
の
よ
う
に
改
編
す
れ
ば
、
元
雑
劇
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を
失
わ
ず
に
、
今
日
の
観
衆

の
嗜
好
に
合
わ
せ
ら
れ
る

の
か
に
つ
い
て
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
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(4
)
『
西
廂
記
』
版
本
集
成
の
編
纂

『
西
廂
記
』

の
版
本
は
、
中
国
大
陸
と
台
湾
、
お
よ
び
日
本
な
ど
各
地
に
散
見
す
る
。
各
種
の

『
西
廂
記
』
版
本

目
録
に
よ
れ
ば
、

明
刊

本

・
清
刊
本

・
注
釈
本

・
改
編
本

・
翻
訳
本
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
三
百
種
を
超
え
る
版
本
が
記
録
さ
れ
て
い
る

(寒
聲

「『西
廂
記
』

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望
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古
今
版
本
目
録
輯
要
」、
『西
廂
記
新
論
』
所
収
、
中
國
戯
曲
出
版
社
、

一
九
九
二
年
)。
中
国
大
陸
で
は
、
す
で
に

『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
(文

學
古
籍
刊
行
社
、

一
九
五
四
年
)
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中

に

『
新
刊
奇
妙
全
相
註
繹
西
廂
記
』
(弘
治
本
)、
『
元
本
題
評
音
繹
西
廂
記
』
(劉

龍
田
本
)、
『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
秘
本
』
を
収
録
す
る
。
ま
た

『
暖
紅
室
彙
刻
西
廂
記
』
(江
蘇
人
民
出
版
社
、

一
九
六
〇
年
)
の
中
に

も
、
明

の
閨
齊
仮
刻
本

『
董
西
廂
』
、
凌
濠
初
即
空
観
原
刻
本

『
西
廂
記
』
雑
劇
の
ほ
か
、
『
鶯
鶯
伝
』
・
『
南
西
廂
記
』
お
よ
び
校
注
釈

義
な
ど
、
合
わ
せ
て
十
三
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
も
し
現
存
す
る
す
べ
て
の
版
本
を
と
り
ま
と
め
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

以
後

の

『
西
廂
記
』
研
究

へ
の
大
き
な
益
と
な
る
に
違

い
な
い
。

『
西
廂
記
』
研
究
を

}
つ
の
科
学
性
と
系
統
性
を
持

つ
学
問
に
築
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
学
術
界

の
交
流
と
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。

一
九

八
七
年
、
『
西
廂
記
』
研
究
組
織

で
あ
る

「
西
廂
記
研
究
会
」
が
発
足
し
、

一
九
九
〇
年
五
月
に
は

『
西
廂
記
』
故
事

の
発
生
地

山
西
省
永
済
県
普
救
寺

で

「
西
廂
記
研
究
会
第

一
回
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
う
い
つ
た
組
織

の
設
立
と

研
究
会

の
開
催
に
よ

つ
て
、
『
西
廂
記
』
研
究
は
い

っ
そ
う
盛
ん
に
な
り
、
世
界
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。
時
が
流
れ
れ
ば
流
れ
る
ほ
ど
、

古
典
名
劇

『
西
廂
記
』
は
ま
す
ま
す
人
々
を
魅
了
し
、
ま
た

『
西
廂
記
』
研
究
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
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付

日
『
西
廂
記
』
研
究
主
要
論
著
目
録

、
本

目
録

に

は
、
現

在

(
二
〇

〇

一
年

九
月

)

に
至
る
ま

で
に
公

刊

さ
れ

た

王
實

甫

の

『
西
廂

記
』

研
究

に
関

す
る
著

書

・
主

な
論

文

を

収
録

し

た
。

紙
幅

の
都

合

上
、
『
西

廂
記

』

注
釈

本

お
よ

び

『
西
廂
記

諸
宮

調
』
『
南

西
廂

記
』
『
第

六
才

子
書

西
廂
記
』

「
鶯
鶯

伝
」

な
ど

の
関
連
作

品

は
、

収
録

の
対
象

と
し
な

か

っ
た
。
ま

た
、

『
西

廂
記
』

の
表

記
は
、
『

』

(書

名
符

号

)
を
省

略
し

た
。

、
各
項

の
記
載

順
序

は
、
題

目

・
著

者

・
出
版
社

(著
書

の
場
合
)
・

掲

載
誌

(
論
文

の
場

合

)
.
出

版
年

月

で
あ

る
。
雑

誌

の
巻

数

や

出
版

年

月

日
に

つ
い
て
は
、

以
下

の
通

り
と

し
た
。

第

五
巻
第

三
期

↓

㌣

ω

↓
九

八

五
年
第

三
期

↓

一
㊤
。。
α
-
ω

一
九

八

五
年

五
月

↓

一
㊤
。。9

α

、

本

目
録

の
作

成

に
当

た

っ
て
は
、

「
中

国

古
代

・
近
代

文

学
研

究
」

(
中

国

人

民
大

学

書

報
資

料

中

心
)
、
「
戯

劇

・
戯

曲

研
究

」

(
同

)、

「
東

洋
学

文
献

類

目
」

(京

都

大
学

人
文

科
学
研

究
所

附
属

東
洋

学
文

献

セ

ン
タ
ー
)
、

「
『
西
廂
記

』

研
究
資

料
索
引

」

(賀

新

輝
/

朱

捷
、

『
西
廂

記
鑑

賞
辞

典

』

所
収

、

中

国
婦

女
出

版
社

、

一
九
九

〇
年

)
、

「
日
本

に

お
け

る

『
西

廂
記

』

研
究
」

(
井
上

泰

山
、
『
中

国

俗
文

学

研
究

』
第

八
号

、

一
九

九
〇

年
十

二
月

)
な

ど
を
参

考

し
た
。

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望

一
、
【著
書
】

從
鶯
鶯
傳
到
西
廂
記

王
季
思

上
海
古
典
文
學
出
版
社

H
㊤呂

西
廂
記
分
析

周
天

上
海
古
典
文
學
出
版
社

一8
①

西
廂
記
簡
説

窪
松
林

作
家
出
版
社

一㊤
鶏

明
刊
元
雑
劇
西
廂
記
目
録

傳
田
章

東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
東
洋
學
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
一㊤
ざ

王
實
甫
和
西
廂
記

濬
兆
明

中
華
書
局

一㊤
。。O

西
廂
述
評

震
松
林

陳
西
人
民
出
版
社

H㊤
。。N

明
刊
本
西
廂
記
研
究

蒋
星
燈

中
國
戯
劇
出
版
社

一㊤
。。卜。

西
廂
論
稿

段
啓
明

四
川
人
民
出
版
社

巳
。。b。

西
廂
記
藝
術
談

呉
國
欽

廣
東
人
民
出
版
社

一㊤.。ω

西
廂
記
牢
見
版
本
考

蒋
星
燈

東
京
不
二
出
版
株
式
会
社

お
。。戯

西
廂
記
淺
説

張
燕
蓮

百
花
文
藝
出
版
社

一㊤
○。①

西
廂
記
考
謹

蒋
星
燈

上
海
古
籍
出
版
社

一〇。。O。

西
廂
記
鑑
賞
辞
典

賀
新
輝
/
朱
捷
編
著

中
國
婦
女
出
版
社

一㊤
㊤O

西
廂
記
曲
譜
研
究

謝
朝
鐘

九
宮
文
化
出
版
社

一㊤㊤
O

西
廂
記
新
論

寒
聲
等
編

中
國
戯
劇
出
版
社

一㊤露

西
廂
之
懲

-

才
子
佳
人
文
學
的
典
範

銚
力
藝

山
西
教
育
出
版
社

一㊤
逡

西
廂
記
論
証

張
人
和

東
北
師
範
大
學
出
版
社

一㊤O
α

花
間
美
人
西
廂
記

全
秋
菊
/
呉
國
欽

汕
頭
大
學
出
版
社

巳
箋

西
廂
記
的
文
献
學
研
究

蒋
星
燈

上
海
古
籍
出
版
社

6
Φ
刈

西
廂
記
二
論

林
宗
毅

文
史
哲
出
版
社

H㊤
㊤。。

経
典
叢
話
西
廂
妙
詞

趙
山
林

江
西
教
育
出
版
社

一㊤㊤
㊤

一一、
【論
文
】

(
1
)
総
論

王
實
甫
西
廂
記

呉
梅

西
廂
記
考

節
山
學

人

小
説
林

㊤

一ΦO
『

東

亜
研
究

N
山
一

6
嵩
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讃
西
廂
記
偶
筆

楊
澹

中
華
小
説
界

卜。
-
刈

一Φ
δ

気

緑
陰
茗
話

(上
)
西
廂

記

塩
谷
温

帝

國
文
學
b。や
『

一①
一〇。

西
廂

記
雑
考

久
保

天
随

帝

國
文
學
b。や

一O

一㊤
一O。

西
廂
藝
術

上
之
批
判
與
其
作
者
之
性
格

郭
沫
若

文
藝
論
集

お
田

西
廂
記
底
演
攣

傅
永
孝

學

風

卜。
-
一〇

6
ω
b。
・お

讃
西
廂
記
後

劉
修
業

讃
書

月
刊

卜。
-9
b。も

6
ωω
.ω仁
⑩ω
ω
」

論
西
廂
記
的
現
實

性

程
以
中

大
公
報

一㊤
紹

.O。
・N

讃
西
廂
一記
随
筆

陳
凡

劇
本

一〇蜜
山

論
西
廂
記

徐
朔
方

光
明
日
報
一
④宝

●9
一〇

西
廂
記
叙
説

王
季
思

人
民
文
學

一Φ竃
-
㊤

論
西
廂
記

宋
之
的

人
民
文
學

一㊤♂

山
O

關
於
西
廂
記
和
有
關
西
廂
記
的
評
論

劉
乗
義

山
西
師
院
學

報
「Φ宅
山

西
廂
記
的
題
材
、
人
物
及
其
他

陳
美
林

南
京
師
院
學
報

一㊤刈
O。
-ω

從
鳳
求
鳳
到
西
廂
記
-

兼
談
如
何
評
債
古
典
文
學
的
愛
情
作
品

王
季
思

文
學
遺
産
一①
G。O
高

西
廂
記
獲
覆

董
毎
鐡

中
山
大
學
學

報
一㊤。。
O-
b。

舞
墓
上
的
喜
劇
、
現
實
生
活
中
的
悲
劇
-

讃
西
廂
記
筆
記
三
篇

方
平

文
藝
論
叢
喬

一Φ
Q。
一
」

從
西
廂
記
談
大
團
圓

劉
蔭
柏

復
旦
學
報
一㊤。。
一歯

情
眞
語
透

ー

讃
西
廂
雑
感

祝
肇
年

長
江
戯
劇
一㊤o。
一-
ω

欣
賞
西
廂
記

呉
國
欽

南
國
戯
劇
一①O。
〒
①

西
廂
記

三
題

古
今

聯
城
師
院
學

報
一㊤c。卜。
-b。

化
腐
朽
爲
神
奇

-

淺
談
西
廂
記
的
推
陳
出
新

銚
奇

戯
劇
叢
刊
お
O。
卜。
.ω

西
廂
故
事
的
來
龍
去
脈

戚
宜
君

中
華
文
藝
卜。心
山

一㊤O。
卜。
、㊤

漫
談

西
廂

記
的
讃
法

陳
多

黒
龍
江
戯
劇

一㊤O。ω
-N

曹
雪
芹
用
小
説
形
式
爲
的
西
廂
記
批
評
史
-

紅
櫻
夢
中
不
可
或
訣
的
道
具

蒋

星
燈

揚
州
師
院
學
報
一⑩
。。ω
-ω

王
實
甫
和
愛
情
喜
劇

西
廂
記

震
松
林

陳
西
教
育
一㊤。。ω
-q

西
廂
記
論
叢

張
人
和

中
山
大
學
學
報
お
。。ω
も

西
廂
記

二
題

陳
凄

平

蘭
州
大
學
學
報
一Φ
。。や
ω

西
廂

記
研
究
綜
述

朱
恒
夫

文
學
研
究
動
態
一㊤
O。鼻
ら

明
人
批
判

西
廂
記
述

評

贋
書
儀

中
國
古
典
文
學
論
叢
一
一㊤。。幽
.お

試
論
王
實
甫

西
廂
記
的
猫
特
地
位

陳
少
欽

集
美
師
専
學
報
一㊤Q。①
山

「西
學
」
在
揺
藍
中
叫
嘆

蒋
星
燈

上
海
戯
劇
一⑩Q。
?
①

誼
西
廂
札

記

孫
學

明

杭
州
師
範
學
院
學
報
一㊤
。。。。山

近
年
來

西
廂

記
研
究
綜
述

周
績
虞

文
史
知
識
一㊤
c。O。歯

論
西
廂
記
系

統
的
文
化
内
酒

賀
光
速

湖
北
大
學
學
報

一㊤
○。O
-b。

西
廂
記
的
歴
史
光
波

王
季
思

文
藝

研
究
一㊤
。。Φ
-心

「
太
平
多
暇
」
與
董

・
王
西
廂
的
産
生

陳
美
林

河
北
師
院
學

報
お
㊤
O歯

西
廂
記
七
事

呉
曉

鈴

藝
術
界

一㊤Φ
O山
H

西
廂
記
ま
た
は
物
語
の
謎
解
き

廣
瀬
玲
子

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
感
〇

一㊤Φ
ω
』

近
百
年
西
廂
記
研
究

張
人
和

社
會

科
學
戦
綾

一㊤㊤
①-
ω

談
西
廂
記
的
成
書
過
程
兼
及
文
學

史
上
的
借
鑑
現
象

劉
銀
光

臨
折
師
專
學
報
お
山

一
㊤㊤
刈
』

明
清
西
廂
記
批
評
封
戯
曲
文
化
的
貢
献

邸
建
新

江
潅
論
壇
お
㊤。。山

西
廂
故
事

の
流
傳
と
「傳
奇
」

黄
冬
柏

日
本
中

國
學
會
報
8

目㊤
④O。
」
O

王
世
貞
述
評
西
廂
記
之
償
値

張
世
宏

文
献
一㊤Φ
Φム

(
2
)
作
者

西
廂
記
第

五
本
關
績
説
辮
妄

馬
玉
銘

文
學
卜。
-①

一㊤
ω心
.①

西
廂
記
作
者
考

王
季
思

國
文
月
刊
N
。。
'N㊤
'ω
O

お
渣

王
實
甫
生
平
的
探
索
ー

王
實
甫
退
隠
散
套
践

薦
玩
君

文
學
研
究
一㊤鵯
も

西
廂
記
雑
劇
作
者
質
疑

周
妙
中

文
學
遺
産
増

刊
α

一⑩
鶏

・一ト⊃

再
論
關
漢
卿

ー

關
漢
卿
與
西
廂
記
問
題

楊
晦

北
京

大
學
學
報

一霧
O。
・ω

關
於
西
廂
記
雑
劇
的
創
作
時
代
及
其
作
者

陳
中
凡

江
海
學
刊
お
①
O山

關
於
西
廂
記
雑
劇
的
作
者
問
題
-

封
楊
晦
同
志

「
關
著
王
績
」
説
的
商
権
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陳
中
凡

光
明

日
報
お
①
一
・一
b
O

關
於
西
廂
記
的
作
者
問
題

王
季
思

文
匪
報
一㊤
①
い
ω
b
Φ

再
談
西
廂
記
的
作
者
問
題

陳
中
凡

光
明

日
報
一㊤
①一
.心
●ωO

關
於
西
廂
記
作
者
問
題
的
進

一
歩
探
討

王
季
思

光
明
日
報
6
①
一●S
㊤

關
於
西
廂
記
作
者
問
題
的
再
進

一
歩
探
討

陳
中
凡

光
明
日
報
一㊤①
二
一〇
・B

關
漢
卿
作
或
績
作
西
廂
説
糊
源

譯
正
壁

學
術
月
刊
一㊤①
b。
ム

王
實
甫
年
代
新
探

戴
不
凡

文
史
一㊤
①?
幽

西
廂
記
作
者
新
考

鄭
篶

幼
獅
學
誌
=
ム

一Φ
お
・お

雑
劇
西
廂
記
の
作
者
ー

王
實
甫
に
つ
い
て

内
田
隆
之

日
本
文
學
論
究
ω心

一Φ
謹

王
實
甫
和
他
的
西
廂
記

伍
悦

戯
劇
創
作
6
。。
O
-N

王
實

甫
作
西
廂
記
的
年
代

董
毎
鐡

戯
劇
論
叢

一Φ。。一
歯

從
明
刊
本
西
廂

記
考

諦
其
原

作
者

蒋
星
燈

戯
曲
研
究
q

一ΦO。P
心

西
廂

記
第

五
本

非
王
實
甫
所
作

藍

凡

復

旦
學

報
一㊤c。
ω-
心

西
廂

記
作
者

問
題
辮

正

趙
景

深

中
國
戯
曲
初

考

中

州
書
豊
社

6
O。ω

西
廂

記
作
者
關

王
二
説
辮
析

董
如
龍

學
術

季
刊
一Φ。。
?
b。

西
廂

記
作
者

問
題
的
商
権

銭
南
揚

南
京

大
學
學

報
6
。。
㎝ム

西
廂

記
雁
爲
關
漢
卿
所
作

呉
金
夫

西
北

大
學
學

報
一㊤。。㎝
-駆

西
廂
記

王
作
關
績
説
辮
偽

胡
緒
偉

荊
州
師
專
學
報

一Φ。。①
ム

論
西
廂
記
第

五
本

林
文
山

福
建
論
壇
一
㊤G。O
-①

也
談

西
廂
第

五
本

張
守
基

濟
南
師
専
學
報

一㊤c。
刈高

西
廂
記
作
者
考
1

「西
廂
記
作
者
關
王
二
説
辮
析
」
之
再
辮
析

蒋

星
燈

河
北
師
院
學
報
一㊤
。c。。
山

西
廂
記
第

五
本

不
是
王
實
甫
所
作

票
運
長

戯
曲
藝
術
目㊤
Q。o。
ム

西
廂
記
作
者
新
探

陳
慶
煙

漢
學
研
究
刈山

6
c。
㊤
.①

元
曲

四
大
家
與

王
實
甫

蒋
星
燈

戯
劇
藝
術
一Φ
ΦO
歯

王
實
甫
生
平

・
作
品
推
考

劉
蔭
柏

戯
曲
研
究
ωω

一㊤㊤
O
'①

關
於
王
實
甫

李
毓
珍

山
西
大
學
學
報
一㊤㊤
一-b。

關
漢
卿
也
創
作
過

↓
本
西
廂
記
ー

兼
論
西
廂
記
之
王
作
關
績
説

陳
紹
華

揚
州
師
院
學
報

お
Φb。ム

關
於
王
作
關
績
説

田
中
謙

二

西
廂
記
新
論
所
収

中
國
戯
劇
出
版
社

一㊤
㊤卜⊃

從
關
漢
卿
現
存
作
品
看
西
廂
記
作
者
問
題

徐
子
方

江
海
學

刊
一Φ㊤
甲
O

(
3
)
版
本

西
廂
記
的
本
來
面
目
是
急
様
的

西
諦

清
華
週
刊
ω
刈巻
㊤
山
〇

一㊤認

・q

西
廂
記
版
本

の
研
究

田
中
謙

二

ビ
ブ
リ

ア
一

ち
お

西
廂
記
諸
本

の
信
愚
性

田
中
謙

二

日
本
中
國
學
會
報
卜。

6
臼

評
新
版
西
廂
記
的
版
本
和
注
繹

窪
松
林

文
學
遺
産
増

刊
一

一霧
㎝

新
獲
現
的
明
何
壁
校

本
北
西
廂
記

張

心
逸

江
海
學

刊
一㊤
臼
-
=

明
何
壁
校
北
西
廂
記
提
要

-

酎
張
心
逸
彙
校

波
多
野
太
郎

書
報
念

一Φ①二
一b。

明
何
壁
校
北
西
廂

記
提
要

-

射
張

心
逸
彙
校
補
遺

波
多
野
太
郎

横
浜
市
立
大
學
論
叢
一ω
-ド

一ω
-ω

一
㊤爵

.ω

萬
暦
版
西
廂

記
の
系
統

と
そ
の
性
格

傳

田
章

東
方
學
ω
一

目㊤
O㎝

詞
壇
清
玩
西
廂
記

ー

繋
適
碩
人
改
定
本
に
つ
い
て

内
田
泉
之
助

二
松
學
舎
大
學
論
集
6
①㊤
.ω

遠
山
荷
塘

の
諺
解
校
注
古
本

西
廂
記

傳
田
章

東
京
大
學
教

養
學

部
外

国
語
科

研
究
紀

要
圏
-幽

一㊤
謡

明
刊
本
西
廂
記
的
古
本

・
元
本
問
題
-

兼
談
新
獲
現
的
徐
士
範
刊
本

蒋

星
燈

學
術

月
刊

一㊤
お
-ω

何
壁
與
明
何
壁
校
本
西
廂
記

蒋
星
燈

度
門
大
學
學
報
一㊤
お
ム

評
徐
士
範
本
西
廂
記
-

明
版
各
本
西
廂
記
的

一
個
比
較
研
究

蒋
星
燈

中
華
文
史
論
叢
一
㊤
。。O
山

顧
玄
緯
本
西
廂
記
與
李
鞭
本
西
廂
記

蒋
星
燈

上
海

師
院
學

報
一Φ。。
O山

明
刊

六
種
徐
文
長
本
西
廂
記
的
眞
億
問
題

蒋

星
燈

杭
州
大
學
學
報
目
Φ
。。
O歯

凌
刻
西
廂
記
與
閨
刻
西
廂
記

蒋
星
燈

揚
州
師

院
學

報
6
。。
Oム

徐
士
範
刊
本
西
廂
記
射
明
代
題
評
音
譯
本
的
影
響

蒋
星
燈

南
京
師
院
學
報
一㊤O。
O
ム

張
深
之
本
西
廂
記
與
徐
文
長
本

・
王
験
徳
本
的
血
縁
關
係
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中
国
文
学
論
集

第
三
十
号

蒋
星
燈

古
典
文
學
論
叢
一

一㊤。。
O
・。。

王
實
甫
以
外

二
十
七
家
西
廂
考

讃
正
壁

文
献
刈

6
O。
一
」

明
代
上
饒
余
濾
東
氏
生
平
之
探
索
及
其
校
正
本
西
廂
記
的
來
龍
去
脈

蒋

星
燈

江
西
師
院
學
報
一㊤。。一
歯

徐
奮
鵬
校
刊
的
評
注
本
西
廂

記
和
演
出
本
西
廂
記

蒋
星
燈

戯
劇
藝
術
一㊤c。
7
ω

關
於
寳
黛
所
讃
的

十
六
餉
本

西
廂

記

蒋
星
燈

紅
棲
夢
學
刊
一㊤
。。
一-
ω

西
廂

記
的
外
文
譯

本
和
漏
蒙

文
譯
本

王
麗
郷

文
學
遺
産
一㊤
c。
一-ω

西
廂

記
受

南
戯

・
傳
奇
影
響

之
跡
象

蒋
星
燈

徐
州
師
院
學
報
一
㊤Q。
一ム

李
卓

吾
批
本
西
廂

記
的
特
微

・
眞
偽
與
影
響

蒋
星
燈

戯
曲
研
究
〇

一㊤
。。
一

西
廂

記
稻
崔

氏
春
秋

非
自
程

巨
源
始

張
人
和

社
會
科
學
戦
綾

一㊤。。
卜。山

師
倹
堂
刊
湯
顯
祖
本
西
廂
記
與
李
卓
吾
本
的
關
係

蒋

星
燈

戯
劇
學
習
6
。。卜。占

西
廂

記
徐
本

・
屠
本
評
繹

蒋

星
燈

中
華
文
史
論
叢
目㊤
o。卜。-卜。

西
廂

記
的

日
文
譯
本

蒋

星
燈

文
學
遺
産

一㊤。。
b。-
ω

西
廂

記
繭

目
演
攣
簡
化
的
過

程

蒋

星
燈

戯
曲
藝
術

一㊤
c。
も。歯

論
朱
素

臣
校

訂
本
西
廂

記
演

劇

蒋

星
燈

文
學
遺
産

お
。。
ωム

琵
琶
本
西
廂
記
考
-

封
日
本
久
保
得
二
・
傳
田
章
二
氏
研
究
西
廂
記
的

一
鮎
補
正

蒋
星
燈

學
林
漫
録
一Φ
Q。ω
高

清
道
光
年
間
嶺
南
的
北
曲
演
唱
本
西
廂
記
ー

呉
蘭
修
桐
華
閣
本
西
廂
記
論
略

蒋
星
燈

戯
劇
藝
術
資
料
一㊤
Q。ω
-㊤

談
新
編
校
正
西
廂
記
残
葉
的
償
値

周
績
凄

文
學
遺
産

一Φ。。
心山

元
本
出
相
北
西
廂
記
的
王

・
李
合
評
本
與
神
田
喜

一
郎
藏

本

蒋
星
燈

中
華
文
史
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叢
ち
。。幽
ム

汪
廷
訥
校
刻
環
翠
堂
樂
府
本
西
廂
記

蒋

星
燈

藝

諌
6
。。
0山

弘
治

本
西
廂
記
刊
於
何
年

王
堅

社
會
科
學
戦

綾
一㊤。。
α
歯

徐

士
範
本
西
廂
記
的
餉
目

張
人
和

社
會
科
學

戦
綾
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O歯

西
廂

記
版
本

二
考

蒋
星
湿

揚
州
師
院
學

報
一㊤Q。
甲
ω

毛
奇
齢
樹
西
廂
記
本
來
面
目
的
探
索
-

毛
西
河
論
定
西
廂
記
所
作
校
注
的
依
擦

蒋
星
燈

河
北
學
刊
一Φ
.。?
ω

明
末
文
人
の
戯
曲
観

-

三
先
生
合
評
元
本
北
西
廂
に
お
け
る
湯
若
士
評
の
方
向

田
仲

一
成

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
㊤
刈

一
㊤。。
㎝
.ω

成
化
本
西
廂
記
残
葉
的
校
勘
意
義

干
徳
馨

四
川
大
學
學
報
叢
刊
卜。刈

一
㊤。。
G・
6

明
初
以
来
、
西
廂
記

の
流
伝

と
分
化

ー

碧
笏
齋
本
を
起

点
と
し
て
の

一
考
察

-

田
仲

一
成

伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
國
學
論
集

汲
古
書
院

一㊤G。①

屠
赤
水
本
王
實
甫
西
廂

記
に

つ
い
て

傳

田
章

伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
國
學
論
集

汲
古
書
院

お
O。①

田
水
月
山
房
北
西
廂
與
重
訂
元
本
批
鮎
書
意
北
西
廂
之
關
係

張
新
建

文
献
一Φ。。①
-b⊃

徐
士
範
本
西
廂
記
並
非
孤
本

張
人
和

文

献
一ΦQ。
①ム

傳
田
章
封
西
廂
記
版
本
學
的
貢
献
-

評
明
刊
元
雑
劇
西
廂
記
目
録

蒋

星
燈

曲

苑

N

一
Φ
O。
①
・㎝

徐
士
範
本
西
廂
記
的
孤
本

・
善
本
問
題
-

兼
答
張
人
和
同
志

蒋
星
燈

中
華
戯
曲
卜。

一Φ
。。①
山
O

西
廂
記
的
版
本
和
膿
例

張
人
和

文
史
b。
①

一㊤G。
①

西
廂
記
明
清
刊
本
目
録

王
綱

西
廂
記
學
術
討
論
會

北
京
師
範
學
院

一㊤。。S
δ

也
談
徐
澗
評
本
北
西
廂

王
鋼

文
献
一Φ。。
。。
-ω

封
岳
研
究
西
廂
記
的
豊
碩
成
果
i

含
章
館
西
廂
記
的
評
校

蒋
星
燈

上
海
師
範
大
學
學
報
一
Φ
Q。㊤
-N

評
張
人
和
集
評
校
注
西
廂
記

蒋
星
燈

戯
劇
藝
術
一㊤。。
Φ山

西
廂
記
箋
注
解
証
本

傅
曉
航

戯
曲
研
究
ω
㎝

一㊤㊤
O
.お

明
刊
文
秀
堂
本
西
廂
記
考

蒋
星
燈

學

林
漫
録
一ω

一Φ㊤
二
㎝

中
國
版
本
學
中
的
西
廂
記
現
象

蒋
星
燈

杭
州
師
院
學

報
一Φ8
ム

西
廂
記
的
版
本
系
統
概
観

張
人
和

社
會
科
學

戦
綾
一Φ㊤
刈-
ω

明
刊
本
西
廂
記
膣
制
的
演
攣
軌
跡

張
人
和
/
楊
今
才

東
北
師

大
學
報
一
㊤
①c。
-①

論
周
憲
王
本
西
廂
記
之
眞
偽

黄
季
鴻

社
會
科
學

戦
綾
N
OO
一山

(
4
)
主

題

關
於
西
廂
記
愛
情
主
題
的
探
討

夏
虹

黒
龍
江
大
學
學
報
一りお
ム

一〇〇一



王
實
甫
雑
劇
西
廂
記
反
封
建
主
題
的
襲
展
和
深
化

蘇
興

社
會
科
學
職
綾
一㊤O。O山

西
廂
記
的
歴
史
意
義
及
其
時
代
局
限

馬
美
信

邊
塞
一㊤
。cO
山

創
造
性
的
改
編
i

從
鶯
鶯
傳
到
西
廂
記
的
情
節
典
型
化
和
主
題
提
煉

寧
宗

一

古

典
文
學
論
叢

2

陳

西
人
民
出
版
社

一
㊤。。卜。

論

西
廂
記
的
宗
教
批
判

朱
形

北
方
論
叢
一㊤。。卜。
凸

王
實
甫

西
廂
記
的
愛
情
婚
姻
観

徐
煉

湘
潭
大
學
學
報
一①
O。下
ω

略
論

西
廂

記
中
雨
種
償
値
観
念
的
衝
突

毛
忠
腎

宜
春
師
専
學
報
一㊤。。刈
-ω

元
雑
劇
中
反
掠
奪
婚
姻
的
思
潮
ー

兼
及
西
廂
記
的
寺
警
和
争
艶

王
毅

江
漢
論
壇

一㊤
O。O。も

王
實
甫
雑
劇
中
的
倫

理
思
想

荘
關
然

道
徳
與
文
明
お
O。㊤
山

願
天
下
有
情
的
都
成
了
春
屡
-

讃
王
實
甫
西
廂
記
的
愛
情
描
爲

岩
泉

山

西
成
人
教
育

一㊤O。①
ゝ

'
一㊤
O。①
凸

西
廂
記
封
性
禁
厘
的
衝
激
及
其
世
界
意
義

蒋
星
燈

藝
術
界
6
㊤
〒
心

西
廂
記
與
中
國
傳
統
的
愛
情
観

郎
浄

名
作
欣
賞
卜。O
O甲
卜。

(
5
)

人
物

像

試
談
鶯
鶯
在
西
廂
記
裡
的
地
位

郡
折

文
學
遺
産
増
刊
刈

一㊤
紹

」
卜。

雑
劇
西
廂
記

に
お
け
る
人
物
性
格

の
強
調

田
中
謙

二

東
方
學
卜。
b。

お
2

論
崔
鶯
鶯

南
薫

文
學
評
論
一㊤①
や
幽

西
廂
記
的
矛
盾
衝
突
與
紅
娘

蒋
星
燈

名
作
欣
賞
一㊤。。O
山

何
來
意
惹
情
牽

f

西
廂
記
主
人
公
登
場
淺
析

郁
華

戯
劇
界

一㊤c。
O-卜。

雑
劇
西
廂
記
的
人
物
描
爲

辛
人

藝
譯
一㊤。。O
山

離
魂
情
女
假
假
眞
眞
-

西
廂
記
崔
鶯
鶯
心
理
活
動
的
描
爲

雷
生

江
蘇
戯
劇
一
ΦO。早

二

論

西
廂
記
的
人
物

張
人
和

古
典
文
學

論
叢
2

齊
魯
書
社

一①
Q。
一
●㊤

西
廂

三
幻
同
名
人
物
性
格
辮

段
啓
明

西
南
師
院
學
報
一㊤c。
卜。歯

恐
俺
小
姐
有
許
多
假
虚
-

談
西
廂
記
中
的
鶯
鶯
的
作
假

傅
治
同

名
作
欣
賞
一㊤。。
N歯

人
物

心
理
描
爲
及
其
他

-

評
西
廂
記

播
征
起

戯
劇
叢
刊
一㊤G。
b。-
卜。

西
廂
記
人
物
論

馬
悼
榮

藝
譯
一Φ
。。卜。
山

通
過

甲
的
眼
晴
爲

乙
書
像

-

讃
西
廂
記

一
得

許
來
渠

河
北
戯

劇
ら
。。
甲
O。

紅
娘

三
題

-

讃
書
札
記

陶
士
華

佳
木
斯
師
專
學
報
一㊤Q。
ω
山

談
紅
娘
形
象
的
複
雑
性

歴
書
儀

戯
曲
藝
術
一ΦO。ω
・b。

天
下
奪
魁
、
貴
在
爲
心
ー

談
西
廂
記
人
物
心
理
描
爲

岳
少
峰

教
學
與
科
研
一㊤
。。や
N

佛
門
弟
子
的

「破
戒
」

i

談
西
廂
記
中
僧
人
的
描
爲

劉
福
善

爲
作
學
習
一Φ
Q。や
ト。

論
張
生
崔
鶯
鶯
的
愛
情
的
思
想
基
礎
及
其
宮

張
傳
良

常
徳
師
專
學
報
一㊤
。。心
凸

紅
娘
如
何
成
爲
千
古
不
朽
的
藝
術
形
象

陳
新
偉

鞍
山
師
専
學
報

一㊤O。
q
山

論
鶯
鶯

「攣
卦
」
的
情
感
依
擦

正
如

華
東
師
大
學

報
一㊤。。
甲
卜。

試
論
紅
娘
形
象
的
塑
造
和
流
攣

何
書
置

零
陵
師
專
學

報
お
。。
O-
b。

論
古
代
戯
曲
心
理
過
程
的
描
爲

周
寅
賓

文
學
遺
産
一Φ。。
甲
ω

高
歌
卑
賎
者
的
勝
利

-

西
廂
記
拷
紅
賞
析

王
季
思

文
史
知
識

一㊤。。
?
ω

論
老
夫
人

林
文
山

山
西
師
大
學

報
一㊤。。
甲
心

論
張
生

林
文
山

河
北
師
院
學

報
一Φ。。
①山

論
崔
鶯
鶯

林
文
山

汕
頭
大
學
學

報
目ΦQ。
①山

狼
毒
的
慈
母
-

淺
談
西
廂
記
的
老
夫
人

李
雲
飛

呼
蘭
師
專
學
報
6
。。①
山

筆
底
塵
塵
蕩
心
聲
-

談
西
廂
記
的
人
物
心
理
描
爲

宋
文

遼
寧
大
學
學
報
一⑩O。?
心

從
審
美
効
果
上
爲
美
ー

略
論
王
實
甫
描
鳥
崔
鶯
鶯
的
美

衰
啓
明
/
張
男
民

語
文
學
習
一ΦO。
①ム

試
論
鶯
鶯
的
性
心
理
軌
跡

及
其
文
化
内
酒

荘
美

之

名
作
欣
賞
一㊤
Q。①
ム

張
生
性
格
特
徴

辮
析

王
安
庭

山
西
師
大
學
報

一Φ
。。①
-心

論
紅
娘

林
文
山

學

術
研
究
一㊤。。①
よ

略
論
崔
鶯
鶯

的
性
格
結
構

華
耀
祥

揚
州
教
育
學
院
學
報

6
。。刈
-N

論
知
識
素
養
在
鶯
鶯
形
象
塑
造
中
的
作
用

秦
敷
成

安
徽
教
育
學
院
學
報
一㊤。。下
ω

論

琴
童
在
西
廂

記
中
之
地
位

蒋

星
燈

河
北
學
刊
お
。。。。
-α

紅

娘
鶯
鶯

及
其
官

姜
超

語
文
學
刊
目
㊤。。O。よ

一〇1一

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望



中
国
文
学
論
集

第
三
十
号

崔
鶯
鶯
的
愛
情
追
求

屡
書
儀

古
典
文
學
知
識
お
。。o。
よ

耐
人
尋
味
的
不
鳥
之
鳥
-

評
西
廂
記
第
五
本
封
鶯
鶯
形
象
的
処
理

王
仁
銘

江
漢
論
壇

一㊤Φ
O-
N

給
普
天
下
有
情
人
以
巨
大
的
鼓
舞
力
量
i

談
西
廂
記
中
崔
鶯
鶯
的
形
象

張
一兀
國

江
漢
論
壇
一㊤
㊤O
ー
=

紅
娘
的
膨
化

・
越
位

・
回
蹄
和
攣
奏

蒋
星
燈

河
北
學
刊
一㊤
⑩
一-ω

(
6
)
藝
術
特
色

論
西
廂
記
的
藝
術
特
色

伍
六
及

北
京
大
學
學
報
一㊤爵
-α

論
西
廂
記
的
藝
術
特
色

瀟
善
因

吉
林
大
學
學
報
一㊤
お
よ

衝
突

・
性
格

・
情
節

ー

漫
談
西
廂
記
的
戯
劇
衝
突

宋
靖
宗

延
安
大
學
學
報
一㊤お
山

衝
突

・
性
格

・
情
節

-

漫
談
西
廂
記
的
戯
劇
衝
突

(績
)

宋
靖

宗

延
安

大
學
學

報
お
。。
O山

張
生
爲
什
腰
跳
培

ー

西
廂
記
賞
析
畢
隅

黄
天
駿

南
國
戯
劇
お
。。O
-ω

西
廂
記
的
結
尾
歪
曲
了
歴
史
的
眞
實
囑

王
維
國

河
北
大
學
學
報
目㊤
Q。O
-ω

西
廂
記
的
喜
劇
特
色

顔
長
珂

戯
曲
研
究

一㊤
。。O

西
廂
記
的
高
潮
懸
念
及
動
作

段
啓
明

西
南
師
院
學
報
一㊤
○。
一⊥

西
廂
記
的
調
刺
藝
術

周
桂
峰

准
陰
師
專
學
報
一㊤
。。
一山

西
廂
記
藝
術
談

呉
國
欽

戯
劇
藝
術
資
料
一㊤
。。
一-9

一㊤
Q。
一よ

情
境
交
輝

ー

讃
西
廂
記
長
亭
随
感

祝
肇
年

陳

西
戯
劇
一㊤
。。
一も

小
議
西
廂
記
長
亭
送
別

張
雲
生

唐
山
師
專
學
報

一ゆ
。。卜。
山

眼
晴
的
妙

用
ー

誼
西
廂
記
随
筆

祝
肇
年

劇
壇
一㊤
Q。b。
山

化
腐
朽
爲
神
奇

-

淺
談
西
廂
記
的
推
陳
出
新

銚
奇

戯
劇
叢
刊
一㊤
。。b。
-ω

因
人
見
境
、
因
境
見
人

-

西
廂
記
學
習
札
記

萬
鷹

河
北
戯
劇
一㊤
。。卜。
-㊤

崔
張
結
局
辮

董
上
徳

中
山
大
學
研
究
生
學
刊
お
。。ω
占

西
廂
記
戯
劇
性
論

平
海
南

戯
劇
藝
術
6
。。ω
-卜。

西
廂
記
頼
簡
探
微

王
星
碕
/
陸
沈
西

中
山
大
學
研
究
生
學
刊
お
。。ω
-ω

西
廂

記
喜
劇
特
色
淺
探

周
維
培

藝
壇
一㊤
o。ω
-ω

西
廂

記
長
亭
送
別
時
間
糾

謬

一
辮

卜
健

戯
劇
學
習
一り
O。ω
-幽

鶯
鶯

不
曾
頼
簡

王
星
埼
/
陸
沈

西

藝
壇
一㊤
G。ω
ム

西
廂

記
是

不
是
宣
口劇

方

正
耀

護
書
一
ΦQ。
ω山
卜。

元
人
雑

劇
的
喜
劇

風
格

王
星
碕

南
京
師
大
學
報
一㊤
O。心
山

襲

微
閲
妙
、
淋
潟
書
致

-

析

西
廂
記
的
贈
物

眺
奇

戯
劇
叢
刊
一Φ
。。心
山

淺

談
西
廂

記
中
闇
簡

・
頼
簡
的
原

因

趙
軍

元

喀
什
師
院
學
報
一㊤
Q。心
山

道
是
無
情
郁
有
情

ー

試
論

西
廂
記
的
結
尾

謝
曉
蘇

成
都
大
學
學

報
一㊤Q。幽
-N

西
廂
記
情
節
節
奏
探
微

魯
恩
宏

河
南
戯
劇
お
Q。や
ト。

西
廂
記

・
長
亭
送
別
時
間
無
謬
辮
ー

與
卜
健
同
志
商
権

祝
爾
康

戯

劇
學
習

一㊤O。
令
ω

花
團
錦
籏
、
曲
折
多
姿
ー

賞
析
西
廂
記
闊
簡

一
場
戯

夏
中

福
建
戯
劇
一㊤
。。や
ω

西
廂
記

・
長
亭
送
別
時
間
糾

謬
再
辮

ー

兼
答
祝
爾
康
同
志卜

健

戯

劇
學

習
6
O。
心ム

拳
聲
給
色
、
状
物
傳
情
-

談
西
廂
記
的
拳
給
技
巧

周
植
榮

南
國
戯
劇
一㊤
。。や
㎝

戯

劇
情
節
的
断
想

i

誼

王
實
甫

西
廂
記
有
感

銭
傳
箸

長
江
戯
劇
お
。。幽
-O

西
廂
記
的
形
成
及
其
藝
術
特
色

劉
維
後

鞍
山
師
專
學
報
6
。。α
歯

一
波
三
折
、
妙
趣
横
生

-

西
廂
記

・
闇
簡
賞

析

藤
振
國

江
西
戯
劇
一Φ。。
甲
N

西
廂

記
的
戯
劇
衝
突

呉
功

正

新
劇
作
一Φ
Q。㎝
-①

論

西
廂

記
的
藝
術
特
色

范
文
稜

戯
曲
研
究

一㊤
。。①
も

堂

前
巧
辮
的
構

思
及
西
廂

記
的
高
潮
問
題

蒋

星
燈

藝
術
百
家
一〇
。。刈
歯

閾
簡

・
頼
簡
實
質
商
免

呉
政

河
北
師
専
學
報

巳
。。刈
ム

淺
談

王
西
廂
的
結
構
藝
術

紫
栗

徽
州
師
專
學
報
一㊤
。。。。
山

西
廂

記
的
藝
術
特
色

齊
森
華

文
科
月
刊
一Φ
。。。。-ω

漏
目
凄
棲
皆
秋
色
、
忠
當

一
腔
離
人
情

-

兼
及
西
廂
記
的
寺
警
和
争
艶

王
毅

江
漢
論
壇
一⑩Q。
c。
も

西
廂

記
的
喜

劇
敷
果

蒋

星
燈

戯
劇
藝
術
一Φ
Φ
ω山

一〇2一



(
7
)
言
語

西
廂
記
語
言
藝
術

三
題

李
大
珂

安
徽
戯
劇
一㊤
刈㊤
-ω

談
西
廂
記
的
語
言
藝
術

徐
雁
偲
/
周
溶
泉

陳
西
戯
劇
お
。。O
歯

西
廂

記
語
言
運
用
的
技
巧

宋
綿
有

南
開
大
學
學
報
一㊤
Q。O
ム

西
廂

記
語
言
札
記

張
燕

瑛

古
典
文
學
論
叢
ω

陳

西
人
民
出
版
社

一㊤
C。b。

江
山
各
有
才
人
出
、
各
領
風
騒
敷
百
年
ー

論
西
廂
記
的
文
采

劉
靖
安

湘
潭
師
專
學
報
一Φ
。。甲
ω

西
廂

記
中
的
内
蒙

河
套
方
言

常
虹

文
學
遺
産
一㊤
G。卜。
ム

談
劉

龍
田
本
西
廂

記
的
韻

白

箪
乃
眞

鞍
山
師
専
學
報
お
。。ω

西
廂

記
曲
辭

中
的
詩

詞
典
故

的
運
用

許
榮
生

青
海
師
專
學
報
一㊤O。
ω

妙
筆
傳
情
、
天
下
奪
魁

-

淺
談
西
廂
記
中
詩
歌
的
作
用

別
廷
峰

承
徳
師
專
學
報
一⑩
Ocω
-ω

西
廂

記
曲
辭
中
的
修
辭
範
例

王
宏
偉

青
海
師
院
學
報
お
。。心
山

試
論

西
廂
記
封
前
人
名
劇
的
妙
用

孫
龍
騨

青
島
師
專
學
報
一㊤。。
幽山

西
廂

記
的
語
言
藝
術

呉
功
正

新
劇
作
お
。。心
山

論
王
西
廂
爲
景
状
物
的
語
言
藝
術

張
函
万
民
/
衰
啓
明

湖
南
師
専
學
報
一㊤Q。
や
ω

西
廂

記
語
言
的
藝

術
魅

力

王
良
恵

佳
木
斯
師
專
學
報
目りQ。
駆
-ω

同
是
爲
送
別
、
語
言
各
千
秋

i

長
亭
送
別
與
元
帝
送
妃
賞
析

韓
軍

天
津
師
專
學
報
一㊤。。駆
-ω

西
廂
記

・
長
亭
送
別
折
曲
辭
意
境

李

薄

語
文
教
學
與
研
究
一㊤O。
や
心

充
漏
風
趣
的
戯
曲
語
言
ー

略
論
西
廂
記
紅
娘
的
語
言
藝
術

哀
啓
明
等

戯
劇
叢
刊
一Φ○。頓
歯

寛
似
古
人
尋
我

-

王
西
廂
廣
引
成
句
入
曲
的
語
言
藝
術

衰
啓
明

名
作
欣
賞
一Φ。。甲
N

西
廂

記
方
言
十
三
解

趙
曉
茂

河
北
師
範

大
學
學

報
一㊤。。
αム

西
廂

記
語

言
的
動
作
性

朱
桓
夫

戯
劇
一
ΦQ。
①ム

西
廂

記
語

言
藝
術
簡

論

陳
玉
蘭

西
北
民
族
學

院
學

報
一㊤。。
刈-卜。

西
廂
記
第

一
折
如
何

示
鶯
鶯

之
美

蒋

星
燈

名

作
欣
賞

お
。。。。歯

談
談

西
廂
記

中
韻

文
的
縫

承
襲
展

票
運
長

民
族
藝
林

ご
。。。。
-ω

西
廂
記
隻
關
語
研
究

i

以
藥
名
入
曲
的

〔小
桃
紅
〕

蒋

星
燈

河
北
師
院
學
報

一
Φ㊤
O山

就

西
廂
記
中

方
言
注
澤
與

王
季
思
先
生
商
権

刑
文
英
/

趙
小
茂

河
北
大
學
學
報
一
〇Φ
一-
ω

(
8
)
改
編
と
演
出

論
西
廂
記
及
其
改
編

林
酒
表

戯
曲
研
究
一Φ
鵯
山

封

「論
西
廂
記
及
其
改
編
」
的
意
見

碧
波

戯
曲
研
究
一8
。。
山

從
田
漢
西
廂
記
的
改
編
談
鶯
鶯
性
格
及
其
結
尾
庭
理

愈
琳

戯
劇
研
究
一Φ
紹
凸

雑
劇
西
廂
記
の
南
戯
化
ー

西
廂
物
語
演
攣
の
ゆ
く
え

田
中
謙

二

東
方
學
報

(京
都

)
ω①

一㊤
①蒔

談
西
廂
記
的
小
説

・
戯
曲

・
電
影

魯
椎
子

書
評
書
目
お

一㊤お

'二

談
西
廂
記
中
的

一
段
唱

(附

"
曲
譜
)

張
君
秋

人

民
戯
劇
一①
。。O
山

典
雅
清
麗
的
詩
劇
西
廂
記
-

記
衰
雪
募
扮
演
崔
鶯
鶯

章
力
揮
/
高
義
龍

戯
曲
研
究
刈

一Φ
。。
卜。
]
卜。

田
漢
改
編
西
廂
記
的
成
就

馬
悼
榮

戯
曲
研
究

『

お
。。P
感

談
毘
曲
西
廂
記
的
改
編

畢
丁

戯
曲
研
究
ら
O。ω
-N

賦
古
以
新
、
寓
奇
於
平

-

喜
看
箆
曲
新
本
西
廂
記

時
般

戯
劇
界
お
。。
ω歯

試
論
田
西
廂
的
得
失

張
男
民
/
衰
啓
明

戯
劇
學
習
一㊤Q。ω
山

幽
蘭

一
枝
温
清
券

ー

評
新
編
毘
曲
西
廂
記

史
乗

戯
曲
研
究
お
。。
も。愚

改
編
西
廂
記
的
設
想
與
實
践

馬
少
波

文
藝
研
究
一①G。ω
-N

毘
曲
西
廂
記
的
新
意

宋
大
聲

北
京
藝
術
同㊤。。ω
ム

成
如
容
易
都
難
辛

ー

漫
談
西
廂

記
毘
劇
本
的
改
編

沈
玉
成

戯
劇
報
6
。。ω
-心

毘
聲
初
奏
北
西
廂

傅
雪
潴

戯
劇
報
一⑩c。
ω
よ

評
新
編
西
廂
記
後
傳
及
其
演
出

黎
輝

河
南
戯
劇
一Φ。。
ωよ

改
善
與
出
新

-

談
馬
少
波
改
編
的
西
廂

記

王
季
思

劇
本

一㊤。。
ω-
一〇

西
廂
記
與
春
秋
経

愈
爲
民

江
蘇

戯
劇
一㊤G。
ω山
O

一〇3一

『
西
廂
記
』
研
究
の
回
顧
と
展
望



中

国

文

学

論

集

第

三

十

号

田
漢

同
志
與
京
劇

西
廂
記

君
秋

戯

劇
電
影
報

お
O。ω
嵩
卜。

演
西
廂
、
改

西
廂

閻

立
品
文
/
閻

立
仁
整

理

戯
曲
藝
術
6
0。や
N

紅
娘
演
出

一
千
場
後

記

宋
長
榮

戯

劇
報
一①
。。心
よ

衰
雪
券
在

西
廂
記
中
的

長
短
句
唱
腔

李
梅

六

戯
劇
報
一㊤
。。"
も

我
演

唱
紅
娘

ー

兼
談

民
族
唱
法

的
我
見

常
香
玉

音
樂
藝
術
一㊤O。O
山

北
毘

西
廂

記
邊
縁

談

蒋

星
燈

中
華
戯
曲

一

6
G。
①

談
馬
少
波
西
廂
記
的
改
編
與
排
練
與
實
践

傅
雪
潴

戯
劇
叢
刊
一Φ
。。Oc
-㎝

論
崔
張
故
事
的
再
創
造
-

兼
評
大
陸
和
港
台
的
三
個
改
編
本

許
翼
心
/
王
小
雷

河
北
師
院
學
報

6
り
O-
卜。

田
漢
改
編
西
廂
記
始
末

(上
)
(下
)

黎
之
彦

中
國
戯
劇
一㊤
〇
一山
'
一Φ
Φ
一歯

金
玉
其
外
的
越
劇
改
編

本
西
廂

記

蒋

星
燈

上
海
戯
劇
目㊤
㊤や
N

井
非
金
玉
其
外
亦
非
敗
紫
其
中

ー

談
越
劇
西
廂
記
並
與
蒋
星
燈
先
生
商
罹

方
同
徳

中
國
戯
劇
一ΦΦ
や
。。

明
清
時
代
に
お
け
る
西
廂
記

の
上
演

と
そ
の
脚
本

黄
冬
柏

九
州
中
國
學

會
報
ω
刈

一8
Φ
・q

從
西
廂
記
到
紅
娘

周
傳
家

戯
曲
藝
術
卜。O
OO
-ω

(
9
)
箋
注

と
考
証

西
廂
記
駒
目
考

羅
錦
堂

大
陸
雑
誌

霜
山

一8
O。
絹

第
四
次
西
廂
記
校
改
本
補
記

王
季
思

安
徽
大
學
學
報

一旨
。。山

從
佛
教
文
献
論
謹

「
南
海
水
月
観
音
現
」

1

明
刊
本
西
廂
記
偶
拾
之

一

蒋
星
燈

中
國
古
典
文
學
研
究
論
叢
一ΦO。O
山

王
實
甫
作
西
廂
的
年
代

董
毎
鐡

戯

劇
論
叢

一Φ。。
一
-b。

西
廂
記

六
字

三
韻
語
誤
引
辮
謹

張
人
和

文
學
遺
産

一㊤。。
卜。山

西
廂
記
稻
崔
氏
春
秋
非
自
程
巨
源
始

張
人
和

社
會
科
學
職
縷

一㊤。。
N山

且
説

「
棄
榔
今
何
道
」

1

西
廂
記
探
微

李
協

軍

昆

明
師
院
學
報

6
c。N
-N

也
談

「
棄
榔
今
何
道
」

干
徳
馨

昆
明
師
院
學
報
6
。。卜⊃
-心

集
評
校
注
西
廂
記
前
記

王
季
思

戯
曲
研
究
刈

6
cc卜⊃
」
b。

評
王
季
思
先

生
的

西
廂
記
注
繹

王
學
奇

語
文
研
究
6
。。ω
山

西
廂
記
故
事
潮
源
小
議
-

請
世
説
新
語
札
記

馬
寳

豊
/
郭
孝
儒

山
西
師
院
學
報
お
。。
ω-
卜。

西
廂
曲
論
辮

誤

張
人
和

東
北
師
大
學
報
一Φ
。。ω
ム

崔
鶯
鶯

・
鄭
恒
新

謹

李
鐵
城

河
南
戯
劇
一㊤
。。ω
ム

也
談

西
廂
記
的
注
繹

彌
松
頭
/
張
燕
瑛

文
學
遺
産
一①
。。ω
ム

西
廂

記
帯
姓

之
由
來

蒋
星
燈

戯
曲
研
究
一㊤
O。ω
よ

「顛

不
刺
」
爲
美
玉

・
美
女
考

-

誼
明
刊
西
廂
記
偶

拾
之
二

蒋

星
燈

揚
州
師
院
學
報
一
①。。
心ム

西
廂
記
新

注
注
繹
商
権

王
萬
荘

文
學
遺
産
一㊤
c。幽
ム

西
廂
記
稻
春
秋
考

蒋

星
燈

晋
陽
學
刊
一〇
。。や
O

再
評
王
季
思
先
生
的
西
廂
記
注
澤

王
學
奇

天
津
教
育
學
院
學
報
一㊤
。。㌣
吋

西
廂
記
異
文
四
考

蒋

星
燈

中
華
文
史
論
叢
お
。c㎝
-ω

明
刊
西
廂

記
括
圖
與
作
者
雑
録

蒋

星
燈

戯
曲
研
究
δ

一㊤
O。9
㊤

西
廂
記
王
注
献
疑

呂
鴻
運

廣

西
師
範
大
學
學
報
6
O。O。山

莫
把

「紅
娘
」

作

「侮
娘
」

蒋
星
燈

山
西
師
大
學
報
一㊤Q。
。。
山

西
廂
記
之
西
廂
考

蒋

星
燈

中
華
戯
曲
α

一ΦO。O。
山

論
西
廂
記
的
評
鮎
系
統

諌
帆

戯

劇
藝
術
お
。。。。-
ω

田
中
謙

二
樹

元
雑
劇
的
翻
譯

注
繹
與

研
究

蒋

星
畑

河
北
學
刊
一㊤
O。Φ
山

老
夫
人
閉
春

院
考
澤

蒋

星
燈

河
北
師
院
學
報

一㊤。。Φ
歯

徐
文
長
西
廂

記
題
辭
眞
儒
辮

張
新
建

南
京
大
學
學
報

一㊤
O。Φ
ム

王
實
甫

因
何

用
明
月

三
五
夜
其
詩

而
略
其
題

蒋
星
燈

河
北
師
院
學
報
一㊤㊤
O-N

西
廂
記
箋
注
解
証
本

傅
曉
航

戯

曲
研
究
ω
㎝

お
Φ
O
・感

明
月
三
五
夜
題
解

蒋

星
燈

文

史
知
識
一㊤ゆ
一歯

西
廂
記
中

「
大
」
讃

「
堕
」
音
考

王
雪
樵

文
献
㎝
O

一
ΦΦ
一
」
O

西
廂
記
三
考

蒋
星
燈

河
北
師

院
學

報
一㊤Φ
ω-
ω

西
廂
記
文
献
與
西
廂
記
研
究

蒋

星
燈

河
北
師
院
學
報

一ΦΦム
ゝ

一〇4一


